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は
じ
め
に

南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
巻
数
請
取
状
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

ー
文
書
様
式
と
発
給
者
の
分
析
を
中
心
に
1

南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
政
治
史
や
制
度
史
に
つ
い
て
は
、
佐
藤

進
一
氏
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ

(

1

)

 

て
き
た
。
そ
の
成
果
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
研
究
手
法
に
着

目
す
る
と
、
発
給
文
書
の
網
羅
的
収
集
・
分
析
と
い
う
手
法
が
広

く
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特
色
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

室
町
幕
府
発
給
文
書
の
網
羅
的
収
集
・
分
析
と
い
う
手
法
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
足
利
尊
氏
と
足
利
直
義

の
権
限
分
掌
や
幕
府
諸
機
関
の
頻
繁
な
再
編
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
発
給
文
書
は
幕
府
官
制
の
あ
り
方
を
反
映
す
る
も
の
と

評
価
で
き
る
。
だ
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
全
て
の
幕
府
発
給
文

書
が
等
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
下
知
状
や
引
付

論

文

頭
人
奉
書
な
ど
の
訴
訟
に
関
す
る
文
書
や
、
下
文
な
ど
の
恩
賞
に

関
す
る
文
書
に
研
究
が
集
中
し
て
い
た
。
か
か
る
研
究
状
況
を
踏

ま
え
、
本
稿
で
は
祈
疇
に
関
す
る
幕
府
発
給
文
書
で
あ
る
巻
数
請

取
状
（
巻
数
返
事
）
を
検
討
対
象
と
す
る
。

巻
数
請
取
状
は
祈
薦
終
了
に
伴
っ
て
発
給
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。

祈
薦
に
関
す
る
文
書
は
富
田
正
弘
氏
に
よ
っ
て
体
系
的
に
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
巻
数
請
取
状
の
様
式
や
発
給
者

(

2

)

 

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
富
田
氏
の
分
析
対
象
は

東
寺
の
文
書
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
東
寺
の
文
書
の
な
か
に

南
北
朝
期
の
巻
数
請
取
状
が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
加
え
て
、
古
文
書
学
の
著
書
に
お
い
て

(

3

)

 

も
巻
数
請
取
状
に
関
す
る
記
述
は
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
南
北
朝

期
の
巻
数
請
取
状
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
い
う
研
究
状
況
に
あ
る
。
南
北
朝
期
の
巻
数
請
取
状
を
論
じ
る

山

本

康

司
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た
め
に
は
、
東
寺
以
外
の
文
書
も
含
め
た
網
羅
的
な
収
集
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
基
礎
的
部
分
か
ら
議
論
を
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
南
北
朝
期
の
巻
数
請
取
状
は
研
究
が
進
め
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
も
の
の
、
南
北
朝
期
の
室
町
幕
府
研
究
に
お
い
て
断
片
的

に
利
用
・
言
及
さ
れ
て
き
た
。
佐
藤
進
一
氏
は
開
創
期
の
室
町
幕

府
の
官
制
を
論
じ
た
研
究
の
な
か
で
政
所
執
事
の
比
定
を
行
っ
て

お
り
、
政
所
執
事
比
定
の
根
拠
の
一
っ
と
し
て
巻
数
請
取
状
の
発

給
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
山
家
浩
樹
氏
は
御
所
奉
行
の
就
任
者

や
活
動
を
分
析
す
る
な
か
で
、
御
所
奉
行
が
巻
数
請
取
状
の
発
給

(

5

)

 

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
氏
の
研
究
と
山
家

氏
の
研
究
で
は
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立
場
に
つ
い
て
見
解
が
分

か
れ
て
お
り
、
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立
場
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
政
所
執
事
と
御
所
奉
行
の
近
似
性

で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
、
政
所
の
分
析
を
今
後
の
課
題
と
し
つ
つ
、

政
所
は
機
能
の
面
で
も
人
事
の
面
で
も
御
所
奉
行
・
祈
藉
奉
行

と
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
家
氏

は
、
御
所
奉
行
在
職
者
の
多
く
の
人
物
が
政
所
執
事
に
在
職
し
て

い
る
こ
と
や
、
政
所
執
事
と
御
所
奉
行
の
命
令
系
統
の
重
な
り
を

指
摘
し
、
両
者
を
き
わ
め
て
近
接
し
た
関
係
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
藤
氏
と
山
家
氏
は
、
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立

巻
数
と
は
、
寺
院
が
祈
藤
や
追
善
の
た
め
に
読
誦
し
た
経
巻
・

陀
羅
尼
呪
の
名
目
や
数
量
、
修
法
に
要
し
た
日
数
な
ど
を
記
録
し

(

1

0

)

 

て
願
主
に
送
る
文
書
で
あ
り
、
巻
数
を
請
け
取
っ
た
人
物
は
請
取

第
一
章

場
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も

に
政
所
執
事
と
御
所
奉
行
を
近
し
い
関
係
と
み
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
巻
数
請
取
状
の
分
析
は
、
政
所
執
事
や
御
所
奉
行
周
辺
の
人

的
構
成
や
組
織
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ら

(

8

)

 

れ
る
。以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
南
北
朝
期
室
町
幕
府

の
巻
数
請
取
状
の
基
礎
的
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま

ず
は
、
巻
数
請
取
状
の
網
羅
的
収
集
を
行
い
、
文
書
様
式
や
発
給

者
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に

お
け
る
祈
禰
の
あ
り
方
や
、
政
所
執
事
や
御
所
奉
行
の
関
係
を
構

造
的
に
捉
え
直
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

な
お
、
巻
数
請
取
状
は
感
状
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ

(

9

)

 

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
主
目
的
は
巻
数
請
取
状
の
文

書
様
式
や
発
給
者
の
分
析
に
あ
る
た
め
、
巻
数
請
取
状
が
幕
府
・

寺
社
間
で
果
た
し
た
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
予
め

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

巻
数
請
取
状
の
収
集
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状
を
巻
数
提
出
者
に
渡
す
。
そ
れ
が
巻
数
請
取
状
で
あ
る
。
巻
数

の
例
が
【
史
料
1
】
、
巻
数
請
取
状
の
例
が
【
史
料
2
】
で
あ
る
。

（

一

四

0
四

）

（

11）

【
史
料
1
】
「
廿
一
口
年
預
記
」
応
永
―
一
年
―
二
月
二
三
日
条

不
動
供
所
奉
供

供
養
法
三
百
五
十
五
箇
度

奉
念仏

眼

真

言

七

千

＝

―

-

百

五

十

五

遍

．

大
日
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
遍

本

尊

真

言

州

五

萬

五

百

遍

｀

降
三
世
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
遍

軍
荼
利
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
遍

大
威
徳
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
遍

金
剛
夜
叉
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
遍

大
金
剛
輪
真
言
二
千
―
―
―
―
百
八
十
五
反

一
字
金
輪
真
言
三
萬
―
―
―
―
千
五
百
反

右
、
奉
レ
為
レ
護
ゴ
持
大
施
主
殿
下
ー
、
息
災
安
穏
、
増
長
寿
福
、

無
辺
御
願
成
就
円
満
、
自
今
年
正
月
一
日
玉
』
二
干
今
月
今

旦
、
三
百
五
十
五
箇
日
間
、
満
寺
僧
綱
大
法
師
等
、
殊
抽
―

精
誠
＿
奉
懃
修
如
茫
件
、

（

一

）

応
永
十
七
年
十
二
月
二
十
三
日
僧
綱
大
法
師
等

【
史
料
2
】
「
石
上
寺
文
書
」
(
[
表
1

]

血
1

3

)

（

石

）口
上
寺
歳
末
御
巻
数
、
入
見
参
候
了
、
例
執
達
如
レ
件
、

農
劉
至
＋
二
月
八
日
山
城
匹
呈
（
閲
押
）

石
上
寺
別
当
御
房
御
返
事

【
史
料
2
】
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
巻
数
請
取
状
に
は
請
け
取
っ

た
巻
数
の
情
報
と
、
巻
数
を
「
見
参
」
に
入
れ
た
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
将
軍
の
御
目
に
か
け
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
通

の
巻
数
請
取
状
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
は
多
く
は
な
い
が
、
だ
か

ら
こ
そ
巻
数
請
取
状
に
つ
い
て
は
網
羅
的
な
収
集
と
そ
れ
に
基
づ

く
分
析
が
有
効
と
考
え
る
。

そ
こ
で
ま
ず
は
巻
数
請
取
状
の
収
集
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
現

段
階
で
は
室
町
幕
府
の
全
期
を
通
じ
て
の
収
集
や
分
析
を
行
う
準

備
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
康
暦
元
年
(
-
三
七
九
）

ま
で
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
の
収
集
は
、
京
都
の
室
町
幕

府
か
ら
発
給
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
、
鎌
倉
府
等
か
ら
発
給
さ
れ

た
も
の
は
除
外
し
て
い
る
。
以
上
の
収
集
結
果
が
[
表
ー
]
で
ぁ

る。
室
町
幕
府
の
巻
数
請
取
状
は
建
武
三
年
(
-
三
三
六
）
九
月
の

も
の
か
ら
残
存
し
て
お
り
、
以
後
、
通
時
的
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
室
町
幕
府
成
立
以
前
で
あ
る
が
、
元
弘
三
年
(
-
三
三

三
）
や
建
武
二
年
(
-
三
三
五
）
以
前
の
巻
数
請
取
状
も
残
存
し

て
い
た
。
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
た
総
残
存
数
は
七
九
通
で
あ
っ
た
。

収
集
漏
れ
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
読
み
取
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［表 1]巻数請取状一覧

No.悶御奉所行 恒例： 正案 年月日 発給者 闘 内容
宛
端裏書・備考 出典

所

1 ●案 「元弘3(1333)」/10/12高師直 C 巻数 有御端返書事「傍案書」云、巻数 社『記八続坂神録2社記録』祇園

2 ． 案ー／1/24 高師直 C 歳末御巻数

有 武武で「参蔵3署年河名権権1。月守守2」師」3との直日な官はにっ途建はて「

中「正四法2寺29)文書」（『南遺』

はい建る武の2で年、以本前文と書な

る。

3 ●案 1「3同3年6)/」9（/建1武33。 摂津親秀 c御祈躊巻数 無 返端露事」書案「同」／（文将言軍家「披）御 州「大74友2)文書」（『南遺』九

4 ●正 ー／9/16 摂津親秀 B 巻数 有文言「披露」 献X「法納X隆宝!寺』物文N特書l別7-」調1（(『4査)法)概隆報寺

5 ●案 建武3(1336) /11/9 上杉憲藤 B 巻数 有 端将同前書軍」家「／同御文（傍言教書書「披）、子露云細」、 社『八記続坂神録社2記録』祇園

6 ●案 「建武3(1336)」/11/30上杉憲藤 B 御祈頑巻数 有文言「披露」 「日報』恩）寺記録」（『大

7 案 「建武3(1336)」/12/25上杉憲藤 B 御祈禰巻数 有文言「披露」 中f正四法5寺58)文書J(『南遺』

8 ． 正建武4(1337) /12/25 長井広秀 Bl長門国宮御巻数 有 「長府毛利文書j（写真）

， ． 案建武4(1337) /12/27 ［ ］経 B 歳末御巻数 有 「（紀『伊大続日風』）土記附録」

10 ●正 建武5(1338) /6/21 二階堂成藤
A 御行天祈注下躊文静謡薬師国供家等安全懃 有 寺「神』護33寺3)文書j(『神護

11 ． 正 暦応2(1339) /12/26 二階堂成藤 B 歳末御祈禰御巻数 有
「日前』田）家所蔵文書」（『大

12 0 ． 正 康永1(1342) /12/9 二階堂行直 B 伊（例勢）歳国石末御上寺巻恒数口 鉦‘’‘‘ 
県「石史上』寺）文書」8(『三重

13 0 ． 正 康永2(1343) /12/8 二階堂行直 B 巻口数（石）上寺歳末御 有 県「石史上』寺）文書」9(『三重

14 0 ． 正 康永3(1344) /12/19 二階堂行直 B 御口巻（伊数）勢国石上寺 有 県「石史上』寺）文書」10(『三重

15 0 ． 正 康永3(1344) /12/26 二階堂行直 B:磨国清水寺御巻 無 県「清史水』寺）文書J58(『兵庫

16 0 ． 正 貞和1(1345) /12/5 二階堂行直
B 戸御産御祈頑御巻数 無

県「清史水』寺）文書」59(『兵庫

17 ●案 貞和3(1347)/6/9 粟飯原清胤 B 有 『八坂神社文書』 1667

18 0 ． 正 貞和3(1347) /12/12 粟飯原清胤 B=磨国清水寺御巻 無 県「清史水』寺）文書」60(『兵庫

19 ●正 貞和4(1348) /1/18 
行散位直・＊ニ・階ニ堂階行堂 B 幡御天御巻下本数静誠地護御摩祈禰勤行八 有文言「披露」

経書「宝二閣菩』古提）文．院書「文貞纂和書J四2社年1寺(記『文尊」

涯（時綱） 月（『11続日群条書で類は従1』月雑11部日）付1 

20 ●正 貞和4(1348) /7 /25 散カ（二位）階・沙・堂前弥成安藤芸守 B 天（禰下）静事御誰御巻祈数口 有文言「披露」 州「阿2蘇49文3)書」（『南遺』九

21 ． 正 貞和4(1348) /12/20 粟飯原清胤 B 御播磨巻数国清水寺歳末 無 県「清史水』寺）文書」61(『兵庫

22 ． 正 貞和5(1349) /12/27 沙弥＊ B 東金数井寺剛大八般千若手幡供宮転本等読御地・大供巻勝 有 「日東』寺）百合文書j(『大

23 △ ●正 観応1(1350) /8/18 安堂行富行證長・ニ階 B 於就本鎮地凶供徒守八巻対数幡治祈宮
躊宝前事、、 有文言「披露」

「東寺百合文書J(『大
日』）

24 ●正 観応1(1350) /8/27 安富行長 B 世為音凶経徒転対読治巻祈禰数観 有 文言「披露」 「日妙』顕）寺文書J(『大

25 △ ●正 観 1(1350) /9/9 
安堂行富證行長・ニ階 B 為般数若凶徒経対一治部祈転禰読巻、大 有 文言「披露」

「大通寺文書」（『大
日』）

26 ●正 観 2(1351) /1/14 沙弥＊ B 御祈躊巻数 有
No.27 • 29と花押が 「日東』大）寺文書J(『大
同じ

27 ●正 観応2(1351)/1/22 沙弥＊ B 御祈躊巻数 有 「日高』野）山文書」（『大

28 ●案 観応2(1351) /2/6 梶原河内入道 B 八幡本地護摩巻数 有
「日観条応（二『年続群日書次記類」従2』月6雑

部）

29 ●正 観応2(1351) /2/21 沙弥＊ B 御祈躊本地供巻数 有
社2「4宝寺(菩『文提尊書院経二文閣』書古）。J文「観書応纂：：： 

年案文日次あ記りJ2月20日条に
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30 ●正 観応2(1351) /9/18 刑条有挙）部房権か少水輔谷貞（中 B 御祈躊御巻数 有 『教王護国寺文書』 393

31 

゜
●案 鯰 2(1351) /10/25 胤粟飯）原道最（清 B 御殿御祈禰分御〉巻数 〈両 有 端云御傍栗菩返菩飯、将事原二「軍同」入云家／（傍発、道御井書給I所下）者御奉ニに所行I 社『八記坂続神録社2記録』祇園

32 O • 正正平6(1351) /12/29 粟飯原道最 B 供大御勝金巻剛数供井千手 有 「（雨『森大善日』四郎）所蔵文書J

33 ●案 観応3(1352)/閏2/25 沙弥 B 祇園社御祈蕩巻数 有 端江書州四「同十（傍九書院）賜、於之」 社『八記坂続神録社2記録』祇園

34 ●案 観応3(1352) /3/17 沙弥 B 天巻数下静謡御祈躊御 有端書「同（傍書）、於
東山御陣賜之」

社『記八坂続神録社2記録』祇園

35 △ ●正 観応3(1352) /5/13 粟飯原道最 B 天数下静謡御祈頑巻 有 寺「山』科3家72)古文書J(『神護

36 △ ● 正 文和1(1352) /12/27 鞍カ）智導朝（時滴 B 歳末之御祈躊巻数 有 「日妙』顕）寺文書」（『大

37 △ ● 正 文和1(1352) /12/28 粟飯原道最 B 長千手日大供勝御金巻剛数供井 有 「日東』寺）百合文書」（『大

38 

゜
●正 文和2(1353) /7 /6 鞍智導朝 B 天数下静謡御祈躊巻 有 裏御返打紙事、「奉自濃行州ク巻ラ数チ 寺「神』護3寺82)文書」（『神護

ノ入道」

39 

゜
●案 文和2(1353) /8/16 鞍智導朝 B:下静謡御祈禰巻 有 学「龍全華書秘』書）」（『日蓮宗宗

40 

゜
●正 文和2(1353) /8/17 鞍智導朝 B 天巻下数静謡之御祈禰 有 「金勝寺文書」503・48

41 ●案 文和2(1353) /9/5 小田知春 B 臨時御祈頑巻数 有 端軍書家御「同教（傍書書」）、将 社『八記坂続神録社2記録』祇園

42 0 0 正 文和2(1353) /11/25 二階堂政元 B 御祈躊巻数 有
「金（貼勝紙寺に文「書後」光50厳3院・4御7教

43 ． 正 文和2(1353) /12/28 前肥後守 B 歳末御祈躊巻数 有
書寺「神』J護と3寺8あ5)文る書が」息（辺『神土護一

44 ． 正 文和2(1353) /12/29 小田知春 B 御祈禰巻数 有 寺「神』護3寺86文)書」（『神護

45 案 文和3(1354) /3/10 小田知春 B 最寺御御崎祈躊寺巻井金数剛頂 有端返事書」「武家御巻数御 遺「土』佐中国四羹2簡58集1)」（ 『南

46 ●正 文和3(1354) /6/27 安長）富道行（行 B 為七巻天数日下之静間謡被祈致躊精誠、三 有文言「披露」 「日妙』顕）寺文書」（『大

47 案 「文和3」(1354)/9/24 斎藤道永 c 巻数 有 「日祇』陀）寺文書」（『大

48 案 文和3(1354) /11/22 小田知春 B 加賀国祇陀寺巻数 有 「日祇』陀）寺文書」（『大

49 ． 案 文和3(1354) /12/30 小田知春 B 御祈禰巻数 有 端将書軍家「同御（傍教書書）」云、 社『八記坂続神録社2記録』祇園

50 ●案 文和4(1355) /2/11 二階堂政元 B 天数下静謡御祈禰巻 有端書「同（傍書）云、
下御所御返事」

社『八記坂続神録社2記録』祇園

51 ●案 文和4(1355) /2/17 小田知春
B 天下静謡御祈躊巻 有 端将書軍家「同御（傍返書事）、云於、東 『八坂神社記録』祇園
数

山御陣賜之J
社記続録2

52 ●正 文和4(1355) /3/4 鞍智導朝
B 天下静謡御祈頑巻
数

有小切紙 寺「神』護3寺95)文書J(『神護

53 ●案 文和4(1355) /3/18 沙弥 B 天数下静謡御祈頑巻 有端書「同（傍書）、下
御所御返事」

社『八記続坂神録社2記録』祇園

54 ●正 文和4(1355)/3／晦 小田知春 B:下静謡御祈頑巻 有 遺「常』陸関護東国2院63文7)書」（ 『南

55 ． 案 文和4(1355) /12/27 佐々木導誉 B 歳末御祈躊巻数 有 「日祇』陀）寺文書J(『大

56△ ． 正 延文1(1356) /12/23 二階堂行元 B 歳末御祈躊巻数 有 『松尾大社史料集』 942

57 ●正 延文2(1357) /7 /19 安富道行 B 将軍家御祈躊巻数 有文言「披露」 真甲「妙）顕寺文書」3-157（写

58 ●正 延文3(1358) /3/25 安富道行 B 為華読天経誦下三巻静千数謡万祈部禰如説、法 有文言「披露」 「日妙』顕）寺文書」（『大

59 ●正 延文3(1358) /4/27 安富道行 B 将軍家御祈穣目録 有文言「披露」 真「妙）顕寺文書」3-159（写

60 0 ． 正 延文4(1359) /12/18 二階堂行元 B:日御祈濤歳末巻 有 「東文書」（『大日』）

61 0 ． 正 延文5(1360) /12/20 二階堂行元 B 長日御祈躊巻数 有
『松尾大社史料集』 942
乙
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62 0 

゜
●案 康安1(1361) /9/27 二階堂行元

B 数天下静謡御祈躊巻 有 発端将幸所判奉苔、給官宗相者行」家「同釘州二に（傍巻没階「同巷払落堂云）御山事、云城返」餌、、 『八坂神社記録』祇園
社記続録2

63 ． 正 康安1(1361) /12/29 佐々木導誉 B 歳末御祈稿巻数 有 「日久』米）田寺文書」（『大

64 0 ． 正 貞治2(1363) /12/26 二階堂行元 B 伊歳勢末巻国数石上寺恒例 無 畠寺
文書」13(『三重

県）

65 0 ． 正 貞治3(1364) /12/27 二階堂行元 B 伊巻数勢国石上寺歳末 無
「石上寺文書」14(『三重
県史』）

66 0 ． 正 貞治4(1365)/12/23 二階堂行元 B ::国石上寺歳末 無
「石上寺文書」15(『三重
県史』）

67 0 ． 正 貞治5(1366) /12/23 二階堂行元 B 伊御勢祈躊国石巻数上寺歳末 無 県「石史上』寺）文書」16(『三重

68 0 ． 正 応安1(1368) /12/27 二元）階堂行照（行 B 伊御勢祈禰国石巻数上寺歳末 無 「石上寺文書」17(『三重
県史』）

69 0 ． 正 応安4(1371) /12/9 二階堂行照 B 御播祈磨躊国巻清数水寺歳末 無 請端裏取辛書亥「将沙軍弥家行巻照数」 県「清史水』寺）文書」
98(『兵庫

70 O • 正 応安7(1374) /12/24 継伊勢）照禅（貞 B 歳末御祈禰巻数 有 『松尾大社史料集』 943

「東晋氏所蔵文書」（『松

71 ●正 永和4(1378) /8/18 沙弥＊ B 安産平安巻数 有花押未確認 尾大社史料集典籍篇
』）

72 

゜
●正 永和4(1378)/8/27 伊勢照禅 B 御祈躊巻数 有 『松尾大社史料集』 755

・・73 

゜
●案 「康暦1」(1379)/6/21 伊勢照禅

c 於若数日石宮三御清部水宝大般八前幡若、真御宮読巻・三同 有文言「披露」 1「0善8法(『寺石家清文水書八J幡宮社

家文書』）

年未詳など

74 ． 貞和4(1348) /12/25 沙弥道普 B 歳末巻数 有1直→冬の巷数請取状 社『八記坂続神録社2記録』祇園

75 観応2(1351) /2/16 御判（義詮） 閂祈禰事
有 於端丹書州「同井（傍原岩書屋）云賜、 社『八記続坂神録社2記録』祇園

之」

76 ー／4/1 摂津親秀 C 御祈禰巻数 有文言「披露」 中「正四法3寺09)文書」（『南遺』

77 ー／12/24 義詮 f贔巻数 有 学「龍全華書秘』書）」（『日蓮宗宗

78 ． 正 ー／12/28 二階堂行證 B 長日御祈禰巻数 有文言「披露」

社2社『99宝5宅9寺寺((●t『文n文に.尊9●書●●.l、二二。^糾̂●●』9●on口99 』人 』^廿七艤轟
79 ． 正 -/12／晦 二階堂成藤 B 歳末御祈禰御巻数 有

政所執事・御所奉行： 0は就任者、△は就任している可能性が高い人物を指す。
恒例・臨時： ●は臨時•恒例祈躊、▲は可能性が高いもの、空白はどちらとも判断しかねるもの

を指す。

年月日：「」は付年号を指す。

発給者：連署の場合、袖から奥の順に記載している。＊は花押があるものの、人物比定ができな

いことを指す。また、人物比定には『花押かがみ』を用いた。

書止文言： Aは「依仰執達如件」、 Bは「例執達如件」、 Cは「恐々謹言」・「恐愧謹言」を指す。

出典：「妙顕寺文書」の番号は、中尾発・北村行遠・寺尾英智「京都妙顕寺古文書目録」（『立正大

学文学部研究紀要』 8、1992年）の文書番号を指す。

「金勝寺文書」は書陵部所蔵資料目録・画像公開ヽンステム (https://shoryobu.kunaicho.

go.jp/)にて閲覧。
『南遺』は『南北朝遺文』、『大日』は『大日本史料』、『神護寺』は『高雄山神護寺文書集

成』を指す。

（写真）は写真帳・影写本の閲覧を指す。

No. 71の出典・花押について。『松尾大社史料集』典籍篇二に掲載されている「京都市・東晋氏

所蔵文書」は、京都市立歴史資料館に写真版が所蔵されている NK069「東（昌）家文書」（「東

昌夫家文書」）でほぼ間違いないと判断できた（「東晋氏所蔵文書」の文書が「東（昌）家文書」

のなかに確認できたため）。しかし、 No.71の沙弥某奉書は「東（昌）家文書」に伝来していな

かった。ほかに手がかりはなく、花押の確認は諦めざるを得なかった。
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第
二
章

れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
以
下
‘
[
表
1

]

を
も
と
に
研
究
を
進
め

る
こ
と
に
す
る
(
[
表
1

]

は
血
の
み
で
表
記
す
る
）
。

巻
数
請
取
状
の
文
書
様
式

第
一
節
文
書
様
式
の
変
遷

ま
ず
本
章
で
は
、
巻
数
請
取
状
の
文
書
様
式
や
巻
数
請
取
状
と

祈
藉
命
令
文
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

巻
数
請
取
状
の
料
紙
は
竪
紙
で
あ
り
、
文
書
様
式
は
、
【
史
料

2
】
の
よ
う
に
、
年
記
が
書
下
年
号
、
書
止
文
言
が
「
俯
執
達
如

(

1

2

)

 

レ
件
」
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
武
三
年
(
-
三
三

六
）
の
巻
数
請
取
状
を
み
る
と
、
年
記
は
付
年
号
（
血
3
.
6
.

7

)

・
無
年
号
（
嵐
4

)

・
書
下
年
号
（
嵐
5

)

、
書
止
文
言
は

「
俯
執
達
如
レ
件
」
（
池
4ー
7

)

・
「
恐
々
謹
言
」
（
飢
3

)

が
混
在

し
て
い
る
。
書
下
年
号
と
「
例
執
達
如
レ
件
」
の
様
式
が
定
着
す

る
の
は
建
武
四
年
(
-
三
三
七
）
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
様

式
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
建
武
三
年
と
建
武
四
年
以
後
の
巻
数
請
取
状
の
間
に
は

文
言
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
巻
数
は
将
軍

の
御
目
に
か
け
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
建
武
三
年
以
前

の
巻
数
請
取
状
で
は
「
披
露
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

建
武
四
年
以
後
の
巻
数
請
取
状
で
は
主
に
「
入
＿
一
見
参
＿
」
の
文
言

が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
建
武
四
年
以
後
の
巻
数
請
取
状
に
お
い
て

も
一
部
で
は
「
披
露
」
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
）
。

さ
ら
に
、
建
武
三
年
か
ら
建
武
四
年
に
か
け
て
は
、
祈
輯
命
令

の
あ
り
方
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
建
武
二
年
(
-
三
三
五
）

―
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
足
利
氏
と
建
武
政
権
の
戦
い
に
お
い
て
、

祈
藉
命
令
文
書
は
尊
氏
と
直
義
の
両
者
か
ら
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、

尊
氏
に
よ
る
発
給
は
建
武
三
年
―
一
月
を
最
後
に
み
ら
れ
な
く
な

(

1

3

)

 

り
、
そ
の
後
は
直
義
だ
け
が
発
給
を
行
っ
て
い
る
。
巻
数
請
取
状

の
様
式
や
文
言
の
変
化
は
、
祈
藉
命
令
文
書
の
発
給
者
の
変
化
と

関
連
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

羽
下
徳
彦
氏
は
、
建
武
三
年
後
半
か
ら
建
武
四
年
に
か
け
て
軍
(

1

4

)

 

勢
催
促
状
や
感
状
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
期
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
は
、

祈
禰
命
令
文
書
や
巻
数
請
取
状
と
い
っ
た
祈
藉
関
係
の
文
書
だ
け

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
巻
数
請
取
状
の
変
化
は
、
建
武
三

年
後
半
か
ら
建
武
四
年
に
か
け
て
展
開
し
た
幕
府
官
制
全
体
の
変

化
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
祈
躊
の
種
類
と
関
連
文
書

巻
数
請
取
状
は
祈
藤
終
了
に
伴
っ
て
発
給
さ
れ
る
文
書
で
あ
る

が
、
そ
の
祈
薦
は
恒
例
の
祈
疇
と
臨
時
の
祈
疇
に
大
別
さ
れ
る
。
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当
時
の
恒
例
祈
禰
と
し
て
は
長
日
祈
藉
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
行

わ
れ
て
い
た
。
長
日
祈
禰
は
毎
日
欠
か
さ
ず
に
行
わ
れ
る
祈
禰
で

あ
り
、
幕
府
に
は
一
年
ご
と
に
勤
修
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
長
日

祈
疇
の
巻
数
の
例
が
前
掲
【
史
料
1
】
で
あ
り
、
一
年
間
に
行
わ

れ
た
祈
禰
の
名
目
や
数
量
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
長
日
祈
薦
の
巻

数
は
年
末
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
歳
末
御
巻
数
」
や
「
歳

末
御
祈
躊
巻
数
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
臨
時
祈
蒻
は
戦

勝
・
出
産
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
臨
時
に
行
わ
れ
る
祈
薦
で
あ
る
。

臨
時
祈
疇
は
必
要
に
応
じ
て
開
始
さ
れ
、
目
的
を
成
し
遂
げ
る
と

終
了
す
る
。
そ
の
た
め
、
臨
時
祈
蒻
の
巻
数
請
取
状
は
、
恒
例
祈

藤
の
巻
数
請
取
状
と
は
異
な
り
、
一
年
の
な
か
の
特
定
の
時
期

（
年
末
な
ど
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
臨
時
祈
薦
は
、

恒
例
祈
疇
と
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
祈
蒻
を
一
時
的
に
行
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
祈
疇
命
令
文
書
に
お
い
て
祈
禰
の
種
類
や
期

間
な
ど
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

．
祈
藤
命
令
文
書
の
例
が
【
史
料
3
】
で
あ
り
、
【
史
料
3
】
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
祈
薦
の
巻
数
請
取
状
が
【
史
料
4
】
で
あ
る
。

【
史
料
3
】
「
阿
蘇
家
文
書
」
(
[
表
2

]

血
7

)

天
下
静
謡
祈
薦
事
、
殊
可
レ
致
精
誠
＿
之
状
、
如
レ
件
、

（

一

三

四

八

）

（

直

義

）

貞
和
四
年
正
月
廿
三
日
（
花
押
）

（
宇
治
惟
時
）

阿
蘇
社
大
宮
司
殿

【
史
料
4
】
「
阿
蘇
家
文
書
」
（
池
2

0

)

戸

（

露

）

天
下
静
謡
御
祈

□事
、
御
巻
数
令
披
ロ
一
候
了
、
例
執
達
如

レ件、
貞
和
四
年
七
月
廿
五
日

阿
蘇
大
宮
司
殿
御
返
事

祈
藉
命
令
文
書
は
足
利
氏
（
尊
氏
・
直
義
・
義
詮
）
の
直
状
に

よ
っ
て
発
給
さ
れ
て
い
る
0

[表
2

]

は
、
祈
幡
命
令
文
書
の
な

か
か
ら
巻
数
請
取
状
と
の
対
応
関
係
が
判
明
す
る
も
の
も
の
や
、

祈
禰
命
令
の
奉
行
が
判
明
す
る
も
の
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

[表
2

]

で
祈
禰
命
令
と
巻
数
請
取
状
に
お
け
る
祈
藤
の
名
目
を

見
比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
し
た
文
言
を
も
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
（
【
史
料
3
.
4
】
傍
線
部
参
照
）
。
祈
藤
命
令
に
対
応

し
た
形
で
巻
数
請
取
状
が
作
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

(

1

5

)

 

ま
た
、
【
史
料
3
】
と
【
史
料
4
】
は
写
真
版
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
同
一
筆
跡
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
巻

数
請
取
状
の
発
給
者
が
祈
禰
命
令
文
書
の
発
給
も
担
当
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
祈
躊
命
令
文
書
や
巻
数
請
取
状
に
関
連
す
る
文
書

と
し
て
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
。

散

位

（

花

押

）

（
二
階
堂
成
藤
）

前
安
芸
守
（
花
押
）

沙

弥

（

花

押

）
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［表2]祈躊命令文書と巻数請取状（一部）

""'"枷 HUT3入畜 孝数請取状

No. 日付 発給者 内容 備考 出典 内容 奉者 No. 
1 「元弘3(1333)」

尊氏 祈躊事 押紙玄「等J持寺殿御師職、奉行疋』八坂神社文書』増/12/3 田妙 」 10 

2建武3(1336) /8/2 間~) 祈躊事 端摂書津右「将近軍将家監御」教書案、奉行人 九「大州友7文11書)」（『南遺』 御祈禰巻数 摂津親秀
［表l]
No.3 

3建武3(1336) /7 /12 尊氏 祈躊事 概寺l「法(献報1)隆納)X寺宝X文物I書特』」N別（l『調7-法査隆 巻数 摂津親秀
［表1]

No.4 

4建武3(1336) /8/9 閉t)祈躊事
「日報』恩）寺記録」（『大 御祈躊巻数 上杉憲藤

［表I]
No.6 

5貞和3(1347) /5/25 直義 祈願事
『八坂神社文書』 御御産巻御数祈禰 粟飯原清胤

［表l]
1666 No.17 

6貞和3(1347) /12/20 直義 祈天禰下事静謡 社2「0宝寺(菩『文提尊書経院二文閣』書古）J 文書纂 祈本行天濤御下地滸八護巻譴幡摩数御御勁 散行行位證直・・ニニ階階堂堂
［表1)

No.19 

7貞和4(1348) /1/23 直義 天祈躊下静事謡 九「阿州蘇2文43書5)J(『南遺』 天祈数穣下静事謡御御巻 散行成位藤證・・ニニ階階堂堂 ［表l]
No.20 

8肴見応1(1350) /7 /28 尊氏 祈凶徒禰対事治 端右倉裏殿近御書大発夫「将、向軍為御御濃祈州教事書凶」徒、奉対行治安鎌富 補『八17坂神社文書』増

9観応2(1351) /8/4 尊氏 天祈禰下静事謡 付清箋、奉「御行使安長富田＝左郎衛左衛門蔵門尉人頼」 「日菊』大）路文書」（『大

10鯰 2(1351) /9/2 尊氏 祈凶徒躊対事治 「日大』吉）寺文書j(『大 稿凶徒事対治祈 尊氏
［表3]
No.6 

11文和2(1353) /6/5 
芯）

御天祈下静穣謡事 端書書」「同（傍書）、下御書御教 園『社八記坂神続社録記2録』 祇 天祈禰下静巻謡数御 御判（義詮）
［表3]
池11

12文和2(1353) /6/7 義詮 御天祈下静禰謡事 寺「神』護3寺81文)書」（『神護 天祈祠下静巻謡数御 鞍智導朝
［表1)
No.38 

13文和4(1355) /2/12 尊氏 御天祈下静躊謡事 端伊書賀守「将」軍家御教書、奉行小田 寺「神』護3寺94文)書」（『神護 天祈禰下静巻謡数御 鞍智導朝
［表1]

No.52 

14文和5(1356) /2/28 
（尊氏 天祈躊下静事謡 睛近端●掠大、替給夫「将面之［軍申、家奉］賜為御行長［教安9書9］間国案」（住富、御人力敵）之右隆 『八坂神社文書』 41 -
カ）

15延文3(1358) /3/8 
芯）

天祈躊下静事譴 端行書安富「同右（傍近書大）夫云入、御道教道行書」、奉 園『社八坂記続神社録記2録』 祇

16康安1(1361) /6/29 
芯）

御天祈下躊静談事 端雅書楽入「同道云、、地御振教等書御、奉慎行事」三須 園『社八記坂神続社録記2録』 祇

【
史
料
5
】
「
東
寺
文
書
」
(
[
表
3

]

嵐
1

7

)

為
天
下
静
謡
、
一
七
箇
日
尊
勝
陀
羅
尼
勤

行
云
々
、
尤
以
神
妙
也
、
弥
可
レ
被
レ
抽
精

誠
之
状
、
如
袢
、

（

―

-

―

-

五

八

）

（

尊

氏

）

延
文
三
年
二
月
十
八
日
（
花
押
）

東
寺
供
僧
御
中

【
史
料
5
】
は
祈
藉
（
臨
時
祈
薦
）
の
終
了
を

う
け
て
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
【
史
料
5
】

の
よ
う
な
足
利
氏
直
状
は
ほ
か
に
も
残
存
し
て
お

り
、
そ
の
一
部
を
[
表
3

]

と
し
て
掲
出
し
た
o

富
田
正
弘
氏
は
【
史
料
5
】
を
巻
数
請
取
状
(

1

7

)

 

（
巻
数
返
事
）
の
実
例
と
し
て
提
示
し
て
い
る
が
、

田
中
浩
司
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
祈
藤
に
対
す

る
褒
賞
・
礼
状
（
傍
線
部
）
と
祈
藤
命
令
（
二
重
(

1

8

)

 

傍
線
部
）
を
複
合
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

臨
時
祈
藉
は
期
日
を
定
め
て
命
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
期
日
に
至
っ
て
も
目
的
が
成
し
遂
げ
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
祈
疇
に
対
し
て
謝

(

1

9

)

 

意
を
示
し
つ
つ
、
祈
藤
の
継
続
が
命
じ
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
の
文
書
が
[
表
3

]

の
文
書
で
あ
つ
た
o

さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
[
表
3

]

の
文
書
を
祈
薦

延
長
命
令
文
書
と
し
て
お
き
た
い
。
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［表3]祈蒻延長命令文書（一部）

No. 年月日 発給者 祈躊 備考 出典

1建武3(1336)/8/4 「花押」 御祈躊
「龍華秘書」（『日蓮宗

宗学全書』）

2建武3(1336)/9/6 「花押」 祈禰巻数 仁「と龍~星華9秘書」（『日蓮宗
示学全書』）

3建武3(1336)/9/12 尊氏 祈禰事 訂！寺文書」（『神護31) 

4「観応2(1351)」
尊氏 祈禰事 押紙之「将、奉軍行家御杉教原左書近、於将湊監川」

『八坂神社文書』増補

/2/22 被下 18 

5観応2(1351)/8/25 尊氏 祈禰事
押紙「将軍家御教書、於江小卜1

『八坂神社文書』増補
小野大覚寺給之、奉行飯尾新
左衛門」

20 

6観応2(1351) /9/5 尊氏 祈凶徒禰対事治
「大吉寺文書」（『大
日』）

7観応2(1351) /9/10 尊氏 祈濤之事 「日竹』生）島文書」（『大

8観応2(1351) /10/8 義詮 祈躊事
『八坂神社文書』増補
66 

9観応2(1351) /10/22 尊氏 祈禰事
「三宝院文書」（『大
日』）

10観応3(1352)/3/28
御判
祈禰巻数

「東大寺文書」（『大

（義詮） 日』）

11文和2(1353)/6/29
御判 天下静謡 「同（傍書）、下御所御教書、於 『八坂神社記録』祇園

（義詮） 御祈禰 濃州給之」 社記続録2

押紙（増補31)「将軍家御判御
御判

12文和2(1353)/9/6 御祈躊
教書、於濃州桑井（垂井力）給 『八坂神社文書』 39・

（尊氏） 之田伊執賀筆守飯申尾沙左汰衛之門」大夫、小
増補31

13 文和3(1354) /12/12 尊氏 祈天禰下事静謡 [9 儡正平氏所蔵文書」北朝遺文』関東
2621) 

14 文和3(1354)/12/27尊氏 供奉 押紙「於江州下給御教書」
『八坂神社文書』増補
27 

15 文和4(1355)/5/6 尊氏 祈天禰下静事謡 朝「称遺名文寺』文書」（『南北
関東2648)

16 延文1(1356)/12/21義詮 祈禰事
「慈心院文書」（『大
日』）

為天下静

17 延文3(1358)/2/18 尊氏
譴、一七箇

「東寺文書」（『大日』）
日尊勝陀
羅尼勤行

為天下静

18 延文3(1358)/2/18 義詮
謡、―七箇

「東寺文書」（『大日』）
日愛染王
供勤行

19 延文4(1359)/7/25 義詮 祈天禰下静巻謡数
「大泉坊文書」（『南北
朝遺文』九州4118)
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巻
数
請
取
状
は
奉
書
(
[
表
1

]

)

に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
、
祈
薦

命
令
文
書
(
[
表
2

]

)

は
足
利
氏
の
直
状
で
発
給
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
祈
藉
延
長
命
令
文
書
(
[
表
3

]

)

は
祈
輯
命
令
を
含
ん
で
い

た
た
め
に
、
奉
書
で
は
な
く
足
利
氏
の
直
状
で
出
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章

巻
数
請
取
状
の
発
給
者

第
一
節
観
応
擾
乱
以
前
に
お
け
る
巻
数
請
取
状
の
発
給
者

本
章
で
は
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
（
奉
者
）
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
巻
数
請
取
状
は
主
に
単
署
で
発
給
さ
れ
て
い
た
が
、
臨
時

祈
疇
の
一
部
で
は
連
署
で
発
給
さ
れ
て
い
る
（
血

1
9
.
2
0
.
2
3
.

2

5

)

。
ま
た
、
発
給
者
に
は
、
二
階
堂
・
摂
津
・
長
井
氏
な
ど
、

鎌
倉
時
代
か
ら
幕
府
の
評
定
衆
を
務
め
て
い
た
一
族
（
以
下
、
評

定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
と
す
る
）
が
多
く
確
認
で
き
る
も
の
の
、
奉

行
衆
や
、
立
場
が
明
確
で
は
な
い
人
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
発
給
者
は
時
期
に
よ
っ
て
次
々
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
巻

数
請
取
状
発
給
者
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
課
題
で
あ
っ

た
た
め
、
時
期
を
区
切
っ
て
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
建
武
三
年
(
-
三
三
六
）
の
巻
数
請
取
状
を
み
る
と
、

(

2

0

)

 

評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
（
摂
津
親
秀
）
の
ほ
か
に
、
上
杉
憲
藤
が

発
給
者
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
（
血
5ー
7

)

。
上
杉

氏
に
よ
る
発
給
は
、
建
武
四
年
(
-
三
三
七
）
以
降
に
は
み
ら
れ

ず
、
建
武
三
年
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
建
武
三
年
と
建
武
四
年

以
後
の
巻
数
請
取
状
で
は
様
式
や
文
言
に
加
え
、
発
給
者
に
も
違

い
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

上
杉
氏
は
鎌
倉
期
か
ら
足
利
氏
の
家
人
と
な
っ
て
い
た
一
族
で

(

2

1

)

 

あ
り
、
同
じ
く
足
利
氏
の
家
人
で
あ
っ
た
高
氏
も
、
室
町
幕
府
成

立
以
前
に
お
い
て
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
て
い
た
（
血
1
.
2
)
。

高
氏
や
上
杉
氏
が
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
は
、
巻
数

請
取
状
の
発
給
が
本
来
は
家
人
が
行
う
べ
き
役
割
で
あ
っ
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。

建
武
三
年
か
ら
建
武
四
年
に
か
け
て
は
室
町
幕
府
の
機
能
や
権

限
分
掌
が
整
備
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
高
・
上

杉
氏
が
足
利
氏
家
人
と
し
て
の
性
格
を
脱
却
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
建
武
四
年
か
ら
観
応
擾
乱
ま
で
の
発
給
者
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
建
武
三
年
段
階
の
巻
数
請
取
状
で
は
、
巻
数
に
関
す
る

情
報
が
「
巻
数
」
や
「
御
祈
薦
巻
数
」
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
建
武
四
年
か
ら
は
巻
数
の
情
報
が
具
体
的
に
な
り
、
恒
例

祈
藤
と
臨
時
祈
薦
を
区
分
で
き
る
事
例
が
多
く
な
る
。
恒
例
祈
薦

の
巻
数
請
取
状
は
す
べ
て
単
署
で
あ
り
、
二
階
堂
成
藤
（
嵐
1

1

)

.

二
階
堂
行
直
（
血
1
2
S
1
6
)
・
粟
飯
原
清
胤
（
血
1
8
.
2
1
)
が
発

給
者
と
な
っ
て
い
る
。
発
給
を
担
当
し
て
い
る
期
間
は
重
複
し
て
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お
ら
ず
、
二
階
堂
成
藤
（
暦
応
二
年
(
-
三
三
九
）
）
、
二
階
堂
行

直
（
康
永
元
年
(
-
三
四
二
）
ー
貞
和
元
年
(
-
三
四
五
）
）
、
粟

飯
原
清
胤
（
貞
和
三
年
(
-
三
四
七
）
ー
貞
和
四
年
(
-
三
四
八
）
）

の
順
に
交
代
し
て
い
た
。

恒
例
祈
躊
で
は
異
な
る
寺
社
宛
の
巻
数
請
取
状
で
あ
っ
て
も
一

人
の
人
物
が
発
給
を
担
っ
て
お
り
、
寺
社
に
よ
っ
て
巻
数
請
取
状

の
発
給
者
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
（
例
え
ば
、
血
1
4
.
1
5
)
。

し
た
が
っ
て
、
恒
例
祈
躊
（
長
日
祈
薦
）
で
は
、
年
ご
と
に
巻
数

請
取
状
発
給
を
担
当
す
る
奉
行
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る。
ま
た
、
臨
時
祈
藉
の
巻
数
請
取
状
で
は
、
二
階
堂
成
藤
（
血
1
0
.

2
0
)
・
粟
飯
原
清
胤
（
血
1
7
)
・
ニ
階
堂
行
直
（
血
1
9
)
・
ニ
階
堂

行
睡
（
血
1
9
.
2
0
.
2
3
.
2
5
)
が
発
給
者
と
な
っ
て
い
る
。
臨
時

祈
輯
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
は
、
恒
例
祈
躊
の
巻
数
請
取
状
の

発
給
者
と
ほ
ぼ
同
じ
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
臨
時
祈
薦
の

巻
数
請
取
状
で
は
、
複
数
人
が
同
時
並
行
的
に
発
給
を
行
っ
て
い

た
こ
と
や
単
署
と
連
署
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
そ

れ
ら
は
恒
例
祈
疇
の
巻
数
請
取
状
と
の
違
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
臨
時
祈
躊
の
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立
場
を
具
体
例
に
即
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

血
1
7
は
直
義
夫
人
の
安
産
祈
幡
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
巻
数
請

取
状
で
あ
り
、
発
給
者
は
粟
飯
原
清
胤
で
あ
っ
た
。
血
1
7
の
日
付

(

2

3

)

 

は
貞
和
三
年
六
月
九
日
で
あ
り
、
こ
れ
は
出
産
の
翌
日
に
あ
た
る
。

加
え
て
、
粟
飯
原
清
胤
は
同
年
二
月
九
日
に
行
わ
れ
た
直
義
夫
人

(

2

4

)

 

の
着
帯
の
「
奉
行
」
を
務
め
て
い
た
。
着
帯
は
出
産
前
に
行
わ
れ

る
儀
式
の
―
つ
で
あ
る
た
め
、
粟
飯
原
清
胤
の
担
当
が
安
産
の
祈

輯
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
粟
飯
原
清
胤

は
御
産
奉
行
（
御
産
所
奉
行
）
と
し
て
出
産
行
事
全
般
を
取
り
仕

切
っ
て
お
り
、
そ
の
職
務
の
一
環
と
し
て
祈
躊
も
差
配
し
、
巻
数

(

2

5

)

 

請
取
状
を
発
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
粟
飯
原
清
胤
は
御
産
奉
行
と
し
て
祈
薦
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
祈
藉
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

粟
飯
原
清
胤
が
血
1
7
以
外
の
巻
数
請
取
状
も
発
給
し
て
い
た
こ
と

（
池
1
8
.
2
1
な
ど
）
や
「
門
葉
記
」
の
事
例
(
[
表
4
]
血
3
.
4
)

か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
将
軍
家
の
家
政
運
営

の
担
い
手
と
祈
疇
運
営
の
担
い
手
が
重
複
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
将
軍
家
家
政
と
祈
藤
の
緊
密
な
繋
が
り
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

次
に
血
1
9
.
2
0
を
検
討
す
る
。
と
も
に
貞
和
三
年
末
か
ら
始
め

ら
れ
た
南
朝
征
伐
の
戦
勝
祈
藉
に
対
す
る
巻
数
請
取
状
で
あ
る
。

血
1
9
は
①
「
散
位
」
（
実
名
不
明
）
・
②
二
階
堂
行
直
（
「
前
山

城
守
」
）
・
③
二
階
堂
行
睡
（
「
沙
弥
」
）
の
連
署
奉
書
、
血
2
0
(【
史

料

4
】
)
は
①
「
散
位
」
・
②
「
前
安
芸
守
」
・
③
「
沙
弥
」
の
連

署
奉
書
で
あ
る
。
血
1
7
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
物
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［表4]『門葉記」にみる南北朝期の武家祈躊

No. 年代 祈躊 目的
奉行（本所奉

雑掌 備考 典拠行）
1暦応5(1341)/2/4 冥道供 直義祈 二階堂成藤 高師直 巻73
2貞和2(1346)/2/8 冥道供 将軍祈 二階堂成藤 巻73

3貞和3(1347)/3/18
大熾盛
変異御祈 粟訪飯円原忠清胤・諏 巻7光法

4貞和4(1348) /1/18 冥道供 直義厄年祈 粟飯原清胤 巻66

5観応1(1350)/6/25 ：り延 尊氏病祈 須賀清秀 巻26

6文和2(1353) /10/16 冥道供 尊氏病祈 伊勢貞継 土岐頼康 巻66
7文和2(1353) /11/6 冥道供 尊氏息女祈 巻66•67

斯波道朝
躊二奉階行堂行」と元もは記「祈さ

8康安2(1362)/3/6 冥道供 義詮腫物祈 二階堂行元 れる／斯波義将が 巻68
（高経）

施主代官として
聴聞

9貞治3(1364)/9/22 冥道供 義詮母病祈 依田時朝 斯波義将が施乱巻68
代官として聴

10貞治6(1367) /11/18 冥道供 義詮病祈
伊勢照禅（貞

巻に遣数がわ伊さ勢れ照る禅 巻68継）

二階）・堂ニ行階睡堂（成時
「貞和四年

尊星王 天下静謡祈
記条書部類）」（7従『月続』17群雑日参考 貞和4(1348)/7/17

法 禰 藤綱）・粟飯階原清

胤

「門葉記」は、高楠順次郎編『大正新脩大蔵経』図像第一一巻（大正一切経刊行会、一九三四年）

(

2

6

)

 

は
当
該
祈
薦
の
担
当
奉
行
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
池
2
0
は
花
押

(

2

7

)

 

部
分
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
花
押
か
ら
人
物
比
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
官
途
か
ら
発
給
者
の
対
応
関
係
を
み
る
と
、
嵐

1
9
の
①
「
散
位
」
（
実
名
不
明
）
と
池
2
0
の
①
「
散
位
」
、
血
1
9
の

③
「
沙
弥
」
（
二
階
堂
行
睡
）
と
池
2
0
の
③
「
沙
弥
」
は
同
じ
人

物
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
②
の
人
物
に
つ
い
て
は
血
1
9
が
「
前

山
城
守
」
（
二
階
堂
行
直
）
、
嵐
2
0
が
「
前
安
芸
守
」
と
な
っ
て
い

る
。
血
2
0
の
②
「
前
安
芸
守
」
は
官
途
か
ら
二
階
堂
成
藤
に
比
定

で
き
、
二
階
堂
行
直
か
ら
二
階
堂
成
藤
へ
奉
行
が
交
代
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
交
代
が
行
わ
れ
た
の
は
、
血
1
9
（
貞
和
四
年

正
月
）
と
血
2
0
（
同
年
七
月
）
の
間
に
あ
た
る
貞
和
四
年
六
月
五

(

2

8

)

 

日
に
二
階
堂
行
直
が
死
去
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
戦
勝

祈
輯
は
「
散
位
」
・
ニ
階
堂
行
直
・
ニ
階
堂
行
睡
の
三
人
を
奉
行

と
し
て
始
め
ら
れ
た
が
、
行
直
の
死
去
に
よ
っ
て
二
階
堂
成
藤
が

新
た
に
加
わ
っ
た
。
血
1
9
.
2
0
の
間
で
の
奉
行
の
交
代
は
二
階
堂

行
直
の
死
と
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ

て
お
り
、
通
常
は
祈
蒻
命
令
・
巻
数
請
取
の
間
に
お
い
て
奉
行
の

入
れ
替
わ
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
る
と
、
臨
時
祈
幡
を
行
う
に
あ
た
っ
て
主
に
評
定
衆
ク

ラ
ス
の
人
物
か
ら
祈
藉
の
担
当
奉
行
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
奉
行
の

指
揮
に
よ
っ
て
祈
藉
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
祈
躊
終
了
後
は
、

奉
行
の
も
と
に
巻
数
が
提
出
さ
れ
、
奉
行
か
ら
巻
数
請
取
状
が
発
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給
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
臨
時
祈
疇
の
巻
数
請

取
状
に
お
い
て
単
署
と
連
署
が
併
存
し
て
い
た
の
は
、
祈
蒻
ご
と

に
奉
行
の
人
数
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

恒
例
祈
薦
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
は
年
ご
と
に
任
じ
ら
れ
た

奉
行
、
臨
時
祈
躊
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
は
祈
躊
ご
と
に
任
じ

ら
れ
た
奉
行
で
あ
り
、
発
給
者
任
命
の
論
理
が
異
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
恒
例
祈
薦
と
臨
時
祈
躊
の
巻
数
請
取
状
は
と
も
に
評
定

衆
ク
ラ
ス
の
人
物
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

顔
ぶ
れ
は
共
通
し
て
い
た
。
ま
た
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
は
多

人
数
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
特
定
の
人
物
が
突
出
し
て
多
い

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
の
な
か
で
祈
疇

全
般
を
統
括
す
る
よ
う
な
立
場
の
人
物
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

-
0月
ー
観
応
二
年
(
-
三
五

第
二
節
観
応
擾
乱
以
降
に
お
け
る
巻
数
請
取
状
の
発
給
者

草
創
期
の
室
町
幕
府
で
は
足
利
尊
氏
と
直
義
が
二
頭
政
治
を
行
っ

て
い
た
。
だ
が
、
尊
氏
と
直
義
の
間
で
対
立
が
生
じ
、
観
応
擾

乱
が
始
ま
る
。
観
応
擾
乱
以
後
も
戦
乱
が
断
続
的
に
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
戦
乱
の
発
生
に
応
じ
て
戦
勝

祈
蒻
が
行
わ
れ
て
い
る
。
局
面
ご
と
に
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た

I
期
こ
観
応
元
年
(
-
三
五
0

)

一
）
七
月

観
応
元
年
一

0
月
か
ら
尊
氏
・
義
詮
と
直
義
の
戦
争
が
始
ま
り
、

観
応
二
年
二
月
、
直
義
が
勝
利
す
る
。
以
後
、
直
義
主
導
の
政
治

が
行
わ
れ
る
。

当
該
期
に
は
観
応
二
年
正
・
ニ
月
に
か
け
て
発
給
さ
れ
た
計
四

通
の
巻
数
請
取
状
が
残
存
し
て
い
る
（
池
2
6
S
2
9
)
。
尊
氏
・
義

詮
と
直
義
の
戦
い
に
て
行
わ
れ
た
祈
藤
の
巻
数
請
取
状
で
あ
り
、

す
べ
て
「
沙
弥
」
の
単
署
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
沙
弥
」
は
直

義
方
の
人
物
と
考
え
ら
れ
、
血
2
8
（
案
文
）
で
は
「
梶
原
河
内
入

道
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
池
2
6
.
2
7
.
2
9

（
正
文
）
の
「
沙
弥
」
は
い
ず
れ
も
花
押
が
同
じ
で
あ
り
、
同
一

人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
『
花
押
か
が
み
』
は
二
階

堂
行
宏
（
行
通
）
に
比
定
し
て
い
る
が
、
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な

(

3

0

)

 い
。
血
2
8
を
踏
ま
え
る
と
、
血
2
6
.
2
7
.
2
9
の
「
沙
弥
」
が
梶
原

河
内
入
道
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

I
l
期
二
観
応
二
年
八
月

S
文
和
二
年
(
-
三
五
三
）
八
月

観
応
二
年
八
月
か
ら
再
び
尊
氏
・
義
詮
と
直
義
の
戦
争
が
始
ま

り
、
観
応
三
年
（
文
和
元
年
。
一
三
五
二
）
二
月
、
鎌
倉
で
尊
氏

が
直
義
に
勝
利
し
、
直
義
が
死
去
す
る
。
以
後
、
尊
氏
は
鎌
倉
に

滞
在
し
続
け
て
お
り
、
京
都
で
は
義
詮
が
単
独
で
政
権
運
営
を
行
っ

た。
当
該
期
の
京
都
で
は
、
粟
飯
原
清
胤
（
ぬ
3
1
.
3
2
.
3
5
.
3
7
)

と
鞍
智
導
朝
(
N
u
3
6
.
3
8
¥
4
0
)
が
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
て
い
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る
。
粟
飯
原
清
胤
と
鞍
智
導
朝
の
発
給
期
間
は
重
複
し
て
お
り
、

巻
数
請
取
状
の
発
給
が
同
時
期
に
複
数
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
粟
飯
原
清
胤
は
、
文
和
二
年
六
月
に

戦
死
し
て
い
る
。

一
方
、
鎌
倉
に
滞
在
し
て
い
た
尊
氏
の
も
と
で
は
、
村
上
貞
頼

(

3

2

)

 

が
巻
数
請
取
状
の
発
給
を
行
っ
て
い
た
。

皿
期
孟
入
和
二
年
九
月
＼
延
文
元
年
(
-
三
五
六
）

南
朝
の
蜂
起
が
あ
り
、
義
詮
が
後
光
厳
天
皇
と
と
も
に
敗
走
し

た
。
そ
の
た
め
、
文
和
二
年
九
月
、
尊
氏
が
軍
勢
を
率
い
て
上
洛

す
る
。
南
朝
に
勝
利
し
た
後
、
京
都
に
お
い
て
尊
氏
と
義
詮
が
共

同
で
政
治
を
行
っ
た
。

当
該
期
の
巻
数
請
取
状
は
、
小
田
知
春
（
血
4
1
.
4
4
.
4
5
.
4
8
.

4
9
.
5
1
.
5
4
)
・
ニ
階
堂
政
元
（
血
4
2
.
5
0
)
・
鞍
智
導
朝
（
血
5

2

)

.

佐
々
木
導
誉
（
血
5

5

)

・
安
富
道
行
（
行
長
。
血
4

6

)

が
発
給
者

と
な
っ
て
い
た
。
鞍
智
導
朝
は
I
I
期
に
お
い
て
も
巻
数
請
取
状
の

発
給
を
行
っ
て
お
り
、
I
I
．
皿
期
で
活
動
が
継
続
し
て
い
る
。
一

方
、
小
田
知
春
・
ニ
階
堂
政
元
・
佐
々
木
導
誉
は
皿
期
か
ら
巻
数

請
取
状
の
発
給
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
該
期
の
巻
数
請
取
状
で
注
目
し
た
い
の
は
、
端
書

等
に
お
い
て
「
将
軍
家
御
返
事
」
（
血
5
1
)
・
「
将
軍
家
御
教
書
」

（
血
4
1
.
4
9
)
や
「
下
御
所
御
返
事
」
（
血
5
0
.
5
3
)
と
記
さ
れ
た

も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
将
軍
家
」
は
尊
氏
、
「
下

御
所
」
は
義
詮
を
指
し
、
巻
数
請
取
状
の
な
か
に
、
尊
氏
の
巻
数

請
取
状
と
義
詮
の
巻
数
請
取
状
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
尊
氏
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
に
は
小
田
知
春
（
嵐
4
1
.

4
9
.
5
1
)
、
義
詮
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
に
は
二
階
堂
政
元

（
血
5
0
)
が
確
認
で
き
る
。

尊
氏
の
巻
数
請
取
状
と
義
詮
の
巻
数
請
取
状
の
併
存
と
い
う
状

況
は
、
当
時
、
尊
氏
と
義
詮
が
個
別
に
祈
蒻
命
令
を
出
し
て
い
た

こ
と
も
関
連
す
る
だ
ろ
う
(
[
表
2

]

血
1
3
S
1
6
.
[
表
3

]

池
1
2

ー

1
8
参
照
）
。
加
え
て
、
祈
薦
命
令
文
書
や
祈
禰
延
長
命
令
文
書

の
な
か
に
は
、
端
書
等
に
祈
蒻
を
担
当
し
た
奉
行
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
記
述
か
ら
、
尊
氏
の
奉
行
を
小
田

知
春
(
[
表
2

]

血
1
3
、
[
表
3

]

池
1
2
)
が
務
め
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
。

小
田
知
春
は
尊
氏
の
祈
疇
命
令
・
巻
数
請
取
状
の
両
者
に
お
い

て
奉
行
を
務
め
て
い
た
が
、
義
詮
の
奉
行
と
し
て
小
田
知
春
が
登

場
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
義
詮
の
巻
数
請
取
状
に
お
い
て
奉

行
を
務
め
て
い
た
二
階
堂
政
元
は
、
尊
氏
の
祈
蒻
命
令
や
巻
数
請

取
状
に
お
い
て
奉
行
を
務
め
て
い
な
い
。
尊
氏
と
義
詮
は
親
子
で

あ
る
も
の
の
、
祈
蒻
に
際
し
て
個
別
の
奉
行
を
構
成
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

で
は
、
尊
氏
と
義
詮
の
も
と
で
個
別
の
奉
行
が
構
成
さ
れ
て
い

た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
I
I
I
期
に
義
詮
の
奉
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行
と
し
て
み
ら
れ
る
二
階
堂
政
元
が
、
I
I
期
に
お
い
て
も
義
詮
の

も
と
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
I
I
期
の
二
階
堂
政
元
は
在

京
し
て
お
り
、
巻
数
請
取
状
は
発
給
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

御
所
奉
行
と
し
て
義
詮
に
仕
え
て
い
た
（
後
掲
[
表
6

]

）o

そ
の

た
め
、
I
I
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た
人
的
基
盤
が
そ
の
ま
ま
I
l
I
期
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
尊
氏
の
鎌
倉
下
向
直
前
（
観
応
二
年
一

0
月
）
に
発
給

さ
れ
た
巻
数
請
取
状
（
慟
3

1

)

を
み
る
と
、
提
出
さ
れ
た
巻
数
が

「
両
殿
御
分
」
と
さ
れ
て
い
る
。
端
書
に
は
「
将
軍
家
井
下
御
所

御
返
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
両
殿
」
が
尊
氏
と
義
詮
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
観
応
二
年
一

0
月
時
点
で
は
粟
飯
原
清

胤
が
尊
氏
と
義
詮
の
祈
禰
を
一
人
で
担
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
観
応
擾
乱
以
前
の
二
頭
政
治
の
時
期
で
は
、
二
階
堂

成
藤
が
尊
氏
の
祈
躊
と
直
義
の
祈
疇
の
両
方
に
お
い
て
奉
行
を
務

め
て
い
た
(
[
表
4

]

嵐
1
.
2
)
。
一
人
の
人
物
が
尊
氏
の
祈
購

と
直
義
の
祈
藉
の
両
者
に
お
い
て
奉
行
を
務
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

二
頭
政
治
期
に
は
尊
氏
と
直
義
の
下
に
お
い
て
は
個
別
の
奉
行
が

構
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

観
応
擾
乱
中
の
I
I
期
に
お
い
て
、
尊
氏
と
義
詮
は
鎌
倉
と
京
都

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

の
奉
行
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
I
I
期
に
お
い
て
構
成
さ
れ

た
個
別
の
奉
行
は
、
尊
氏
と
義
詮
が
京
都
に
合
流
し
た
後
(
I
l
l

期）

(

3

4

)

 

に
も
解
消
さ
れ
ず
、
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

w期
芦
延
文
元
年

S
康
暦
元
年
(
-
三
七
九
）

延
文
元
年
―
二
月
か
ら
二
階
堂
行
元
発
給
の
巻
数
請
取
状
が
見

ら
れ
は
じ
め
る
。
康
安
元
年
(
-
三
六
一
）
以
後
は
、
二
階
堂
行

元
が
巻
数
請
取
状
の
発
給
を
独
占
し
て
お
り
、
応
安
四
年
(
-
三

七
一
）
―
二
月
ま
で
確
認
で
き
る
（
嵐
5
6
.
6
0
¥
6
2
.
6
4
S
6
9
)
。

そ
の
後
、
応
安
七
年
(
-
三
七
四
）
―
二
月
か
ら
は
伊
勢
貞
継

（
照
禅
）
が
発
給
を
行
う
よ
う
に
な
る
（
血
7
0
.
7
2
.
7
3
)
。

伊
勢
貞
継
は
伊
勢
氏
の
な
か
で
初
め
て
政
所
執
事
に
就
任
し
た

人
物
で
あ
り
、
伊
勢
貞
継
の
前
任
の
政
所
執
事
が
二
階
堂
行
元
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
貞
継
は
御
所
奉
行
に
も
就
任
し
て
い
た
。

伊
勢
貞
継
の
御
所
奉
行
在
職
の
初
見
は
応
安
五
年
(
-
三
七
二
）

で
あ
り
、
康
暦
元
年
(
-
三
七
九
）
の
政
所
執
事
就
任
よ
り
も
御

所
奉
行
就
任
が
先
行
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
山
家
浩
樹
氏
は
御

所
奉
行
在
職
が
政
所
執
事
就
任
へ
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
伊
勢
貞
継
に
よ
る
巻
数
請
取
状
の
発
給
も
、

御
所
奉
行
就
任
と
同
じ
く
、
政
所
執
事
就
任
よ
り
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
。
加
え
て
、
伊
勢
貞
継
が
巻
数
請
取
状
の
発
給
を
始
め
た

後
、
そ
れ
ま
で
巻
数
請
取
状
の
発
給
を
行
っ
て
い
た
二
階
堂
行
元

が
発
給
を
行
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
政
所
執
事
の
交
代
前
か
ら
二

階
堂
行
元
か
ら
伊
勢
貞
継
へ
の
権
限
委
譲
が
進
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
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当
該
期
の
巻
数
請
取
状
の
特
徴
と
し
て
、
発
給
者
が
特
定
の
人

物
（
二
階
堂
行
元
・
伊
勢
貞
継
）
に
集
中
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
I
I
I
期
に
み
ら
れ
た
尊
氏
と
義
詮
の
個
別

奉
行
の
併
存
と
い
う
状
況
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

様
々
な
人
物
が
発
給
を
行
っ
て
い
た
段
階
と
は
異
な
り
、
二
階
堂

行
元
・
伊
勢
貞
継
が
祈
藤
運
営
の
中
心
に
あ
っ
た
。

し
か
も
、
尊
氏
と
義
詮
の
個
別
奉
行
の
解
消
が
現
れ
始
め
る
の

は
延
文
元
年
頃
で
あ
り
、
尊
氏
の
死
去
（
延
文
三
年
(
-
三
五
八
）

四
月
）
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
個
別
奉
行
は
尊
氏
の
死
去
に

よ
っ
て
自
然
に
解
消
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
延
文
元
年
か
ら
延
文
二
年
(
-
三
五
七
）
に
か
け
て
の
時
期

は
幕
政
改
革
が
行
わ
れ
た
時
期
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
小
要
博
氏

は
、
尊
氏
が
幕
政
中
央
か
ら
後
退
し
、
義
詮
が
名
実
と
も
に
幕
府

運
営
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
延
文
元
年
頃
は

実
質
的
な
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
実
質
的
な

代
替
わ
り
に
伴
う
変
化
の
一
っ
と
し
て
祈
藉
に
お
け
る
個
別
奉
行

の
解
消
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
観
応
擾
乱
以
降
の
巻
数
請
取
状
の
発
給
状
況

を
時
期
ご
と
に
検
討
し
た
。
巻
数
請
取
状
は
多
様
な
人
物
が
発
給

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
発
給
者
は
頻
繁
に
交
代
し
て
い
た
が
、
そ

の
背
景
に
戦
況
・
政
局
の
頻
繁
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
巻
数
請
取
状
の
あ
り
方
は
戦
況
・
政
局
を
反
映
し
て

第
三
節
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
位
置
付
け

こ
れ
ま
で
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立
場
に
つ
い
て
は
政
所

執
事
と
御
所
奉
行
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
政
所
執
事
就
任
者
の
一

覧
が
[
表
5
r
御
所
奉
行
の
活
動
所
見
二
i
畏
が
[
表
6

]

で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
[
表
ー
]
の
巻
数
請
取
状
発
給
者
の
立
場

を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
‘
[
表
1

]

の
0
印
は
政
所
執

事
や
御
所
奉
行
の
就
任
者
、
△
は
政
所
執
事
や
御
所
奉
行
就
任
の

可
能
性
が
高
い
人
物
を
指
し
て
い
る
。

ま
ず
、
政
所
執
事
に
つ
い
て
0

[表
1

]

に
示
し
た
よ
う
に
、

政
所
執
事
就
任
者
が
就
任
期
間
中
に
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
て
い

る
事
例
が
複
数
確
認
で
き
た
（
O
~
血
1
2
S
1
6
.
1
8
.
4
2
.
6
0
S

6
2
.
6
4
S
6
9
、
△
公
g
)
。
し
か
し
、
全
て
の
巻
数
請
取
状
が
政

所
執
事
就
任
者
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
加

え
て
、
政
所
執
事
の
就
任
以
前
や
辞
任
以
後
に
巻
数
請
取
状
を
発

給
し
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
た
（
例
え
ば
、
粟
飯
原
清
胤
は
文
和

二
年
(
-
三
五
三
）
二
月
か
ら
八
月
ま
で
政
所
執
事
に
就
任
し
て

い
る
が
、
池
3
1
.
3
2
.
3
5
.
3
7
は
政
所
執
事
就
任
以
前
に
あ
た
る
。

ま
た
、
二
階
堂
政
元
は
文
和
二
年
八
月
か
ら
文
和
三
年
(
-
三
五

四
）
八
月
ま
で
政
所
執
事
に
就
任
し
て
い
る
が
、
血
50
は
政
所
執

い
た
と
評
価
で
き
る
。
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［表5]政所執事一覧

No. 就任者 就任期間

1二階堂行珍（行朝） 暦応1(1338)/8/10任

2 二階堂行直 暦応3(1340)/11/25任ー康永4(1345)/3/4 → 

3二階堂行證（時綱） 貞和2(1346)/3/2任→

4 粟飯原清胤 貞和3(1347)/12/3任一貞和4(1348)/2/1 → 

5二階堂行珍（行朝） ← 〈貞和5(1349) /1/6〉 → 

6佐々木導誉（高氏） 貞和5(1349) /11／任ー観応1(1350)/9/2 → 

7 二階堂行宏 観応2(1351)/3/2任ー観応2(1351)/7/10没

8 佐々木導誉 文和1(1352) 

9粟飯原道最（清胤） 文和2(1353)/2／任 → 

10 二階堂政元 文和2(1353)/8／任 —-〈文和3(1354)/5/20〉→

11 佐々木導誉 文和3(1354) /8／任 → 

12 
佐々木近江左衛門

文和3(1354) 
尉

13 二階堂行冗（行照） ←〈延文3(1358)/12/3〉一応安5(1372) /11/22 → 

14 伊勢照禅（貞継） 康暦1(1379)/7/22任一明徳2(1391)/3／没

〈〉は評定から比定を行ったものを指す。拙稿「南北朝期室町幕府の政所執事と二階堂

氏」（『史学雑誌』 132-4、2023年）参照。

［表6]御所奉行一覧

就任者 所見 典拠
①「伏見宮御記録」（『南北朝遺

（①貞和4(1348)/2/1)、②観応 文』関東1757)・②「祇園社記続

粟飯原清胤
2(1351)/10/2氏③正平7(1352) /1/26、④ 録③④第⑤二⑥」（ 『八坂神社記録』）．

「祇園執行日記」（『八
2/18、⑤閏2/17、⑥観応3(1352)/4/7、⑦文和 坂神社記録』）・⑦『早稲田大
2 (1353) /2/30 学所蔵荻野研究室収集文書』

128 

二階堂行湮
観応1(1350) /3/18 「祇園執行日記」

（時綱）

鞍智導朝（時
文和2(1353)/2/30

『早稲田大学所蔵荻野研究室

満ヵ） 収集文書』 128

二階堂政元 文和2(1353) /2/30 
『早稲田大学所蔵荻野研究室

収集文書』 128

ー階堂行元 康安1(1361)/9/27 「祇園社記続録第―」

饗庭氏直 貞治4(1365)/6/17
「三烏居建立記」（『八坂神社記

録』）

伊勢照禅（貞
①応安5(1372)/11/22、②11/24

①「松田貞秀記」（『続群書類

継）
従』拾遺部）・②「祇園執行日

記」

0は政所執事就任者を指す。拙稿「南北朝期室町幕府の政所執事と二階堂氏」（『史学雑誌』 132-
4、2023年）参照。
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事
辞
任
以
後
に
あ
た
る
）
。
よ
っ
て
、
政
所
執
事
が
巻
数
請
取
状

を
発
給
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
政
所

執
事
の
職
務
と
し
て
巻
数
請
取
状
の
発
給
が
行
わ
れ
た
と
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
御
所
奉
行
に
つ
い
て
。
政
所
執
事
と
同
様
に
、
御
所
奉

行
就
任
者
が
就
任
期
間
中
に
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
て
い
た
事
例

が
複
数
確
認
で
き
た
（

O

:血
3
1
.
3
2
.
3
8ー

4
0
.
4
2
.
6
2
.
7
0
.

7
2
.
7
3
、
△
ぶ
3
.
2
5
.
3
5ー
3

7

)

。
ま
た
、
古
記
録
に
お
い
て

も
、
山
家
浩
樹
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
巻
数
付
二
御

（

清

胤

）

（

38）

所
奉
行
粟
飯
原
下
総
入
道
一
了
」
と
あ
り
、
御
所
奉
行
と
巻
数
や

祈
蒻
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
御
所
奉
行
が
巻
数

請
取
状
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
す
べ
て
の
巻
数
請
取
状
が
御
所
奉
行
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た

と
断
定
す
る
こ
と
は
躊
躇
わ
れ
る
。
御
所
奉
行
の
所
見
が
少
な
く
、

就
任
者
や
就
任
期
間
が
断
片
的
に
し
か
判
明
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。以
上
に
よ
り
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
を
ど
の
立
場
・
役
職
の

権
限
と
み
る
べ
き
か
と
い
う
点
は
、
本
稿
で
行
っ
た
巻
数
請
取
状

の
収
集
結
果
を
踏
ま
え
て
も
、
結
論
を
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
状
況
か
ら
、

祈
藉
の
奉
行
を
担
う
人
物
と
政
所
執
事
・
御
所
奉
行
の
関
係
に
つ

い
て
見
通
し
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

巻
数
請
取
状
発
給
の
権
限
を
特
定
の
人
物
が
一
人
で
専
管
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
人
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

巻
数
請
取
状
の
発
給
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
主
に
評
定
衆
ク
ラ

ス
の
人
物
で
あ
っ
た
。
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
は
将
軍
家
の
申
次

を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
将
軍
に
近
侍

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
将
軍
に
近
侍
し
て
い
た
人
々
の
な
か
か

ら
祈
薦
の
担
当
奉
行
が
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
政
所
執
事
や
御

(

4

1

)

 

所
奉
行
が
任
命
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
発
給
者
の
立
場
と
関
わ
っ
て
、
巻
数
請
取
状
の
文
言
に

着
目
し
た
い
。
建
武
四
年
(
-
三
三
七
）
以
降
の
巻
数
請
取
状
で

は
、
巻
数
を
将
軍
の
御
目
に
か
け
た
こ
と
に
つ
い
て
「
入
二
見
参
―
」

の
文
言
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
建
武
三
年
(
-
三
三

六
）
の
巻
数
請
取
状
で
は
「
披
露
」
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
の
「
披
露
」
文
言
は
、
建
武
四
年
以
降
の
巻
数
請
取
状
で

も
用
い
た
も
の
が
存
在
す
る
（
血
1
9
.
2
0
.
2
3ー

2
5
.
4
6
.
5
7ー

5
9
.
7
3
)
。
そ
こ
で
、
建
武
四
年
以
降
の
巻
数
請
取
状
の
な
か
で

「
披
露
」
文
言
を
用
い
た
も
の
を
み
て
み
る
と
、
奉
行
衆
で
あ
る

安
富
行
長
が
発
給
し
た
巻
数
請
取
状
に
は
必
ず
「
披
露
」
文
言
が

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
池
2
3ー

2
5
.
4
6
.
5
7ー

59)。

し
か
も
、
安
富
行
長
の
単
署
の
巻
数
請
取
状
だ
け
で
は
な
く
、
安

富
行
長
と
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
（
二
階
堂
行
睡
）
の
連
署
の
場

合
も
「
披
露
」
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
血
2
3
.
2
5
)
。
単
署
・
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連
署
を
問
わ
ず
、
奉
行
衆
が
一
人
で
も
署
判
に
加
わ
っ
て
い
た
巻

数
請
取
状
は
「
披
露
」
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

(

4

2

)

 

あ
る
。加
え
て
、
「
披
露
」
文
言
に
関
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

「
披
露
」
文
言
を
用
い
た
巻
数
請
取
状
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

建
武
四
年
以
降
の
巻
数
請
取
状
計
六
七
通
の
う
ち
、
「
披
露
」
文

言
の
巻
数
請
取
状
は
一

0
通
で
あ
っ
た
。
祈
藉
命
令
文
書
の
端
書

等
(
[
表
2

]

血

8

・，．
1
4
.
1
5
.
1
6
、
[
表
3
]
N
u
4
.
5
.

1

2

)

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
臨
時
祈
薦
に
お
い
て
奉
行
衆
が
祈
躊

(

4

3

)

 

の
運
営
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奉
行
衆

が
巻
数
請
取
状
の
発
給
に
は
関
わ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
が
、
主
に
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
の
職

務
と
し
て
担
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
者
の
な
か
に
奉
行
衆
が
一
人
で
も

含
ま
れ
て
い
た
場
合
に
「
披
露
」
文
言
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
「
入
二
見
参
＿
」
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た

場
合
、
発
給
者
全
員
が
奉
行
衆
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
階
堂
氏
の
発
給
し
た
巻
数
請
取
状
に
お
い
て
「
入
二
見
参
＿
」
の

文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
「
入
二
見
参
―
」

文
言
を
用
い
た
の
は
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
巻
数
請
取
状
の
文
言
は
立
場
に
応
じ
た
使
い
分
け
が

な
さ
れ
て
お
り
、
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
と
奉
行
衆
と
の
間
に
強

固
な
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
文
言
の
使
い
分
け
を

み
れ
ば
、
発
給
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
か
と
い
う
点
が

判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
い
て
は
幕
府
構
成
員
の
身
分
や
地
位

(

4

5

)

 

が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
、
粟
飯
原
・
鞍
智
・

伊
勢
氏
な
ど
は
、
評
定
衆
や
奉
行
衆
と
い
っ
た
明
確
な
立
場
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
巻
数
請
取
状
で
用
い

て
い
た
文
言
は
「
入
二
見
参
―
」
で
あ
り
、
発
給
文
書
上
で
は
評
定

衆
と
同
等
の
立
場
に
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

伊
勢
氏
は
室
町
期
以
降
に
お
い
て
は
御
供
衆
に
分
類
さ
れ
て
い

(

4

6

)

 
る
。
し
か
し
、
御
伴
衆
が
職
制
と
し
て
明
確
に
な
る
の
は
義
教
期

以
降
と
さ
れ
、
南
北
朝
期
の
伊
勢
氏
を
ど
の
よ
う
な
身
分
・
立
場

と
し
て
位
置
付
け
る
か
と
い
う
点
は
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
巻
数
請
取
状
の
分
析
に
よ
り
、
文

書
発
給
の
立
場
の
上
で
は
、
伊
勢
氏
が
評
定
衆
に
近
い
立
場
と
し

て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
伊
勢
貞
継
の
政
所

執
事
就
任
は
、
か
か
る
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
の
議
論
が
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
本
稿
の
成
果
を
ま
と
め
よ
う
。

お
わ
り
に
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室
町
幕
府
の
巻
数
請
取
状
は
、
幕
府
官
制
の
整
備
と
連
動
し
、

建
武
四
年
(
-
三
三
七
）
に
様
式
や
発
給
者
が
一
定
さ
れ
て
い
た
。

巻
数
請
取
状
の
発
給
者
は
主
に
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
で
あ
り
、

恒
例
祈
藉
の
巻
数
請
取
状
は
年
ご
と
に
任
じ
ら
れ
た
奉
行
、
臨
時

祈
薦
の
巻
数
請
取
状
は
祈
蒻
ご
と
に
任
じ
ら
れ
た
奉
行
が
発
給
し

て
い
た
。
ま
た
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
は
多
く
の
人
物
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
お
り
、
特
定
の
人
物
に
集
中
し
て
い
な
か
っ
た
。

観
応
擾
乱
の
発
生
に
よ
っ
て
尊
氏
と
義
詮
が
鎌
倉
と
京
都
に
分

か
れ
て
活
動
を
始
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
祈
藤
が
行
わ
れ
、

個
別
の
奉
行
が
構
成
さ
れ
た
。
個
別
の
奉
行
は
尊
氏
と
義
詮
が
再

び
京
都
に
結
集
し
た
後
も
維
持
さ
れ
、
延
文
元
年
（
ニ
ニ
五
六
）

頃
か
ら
始
ま
っ
た
幕
政
改
革
1
1
実
質
的
な
義
詮
へ
の
代
替
わ
り
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
は
二
階
堂

行
元
・
伊
勢
貞
継
に
集
中
し
て
お
り
、
彼
ら
が
祈
輯
・
巻
数
請
取

状
発
給
に
中
心
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
巻
数
請
取
状
発
給
者
と
政
所
執
事
・
御
所
奉
行
の
関
係

に
つ
い
て
検
討
し
、
将
軍
に
近
侍
し
て
い
た
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人

物
の
な
か
か
ら
祈
藤
の
奉
行
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
政
所
執

事
や
御
所
奉
行
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
巻
数
請
取
状
に
お
け
る
文
言
の
使
い
分
け
か
ら
、
伊

勢
氏
が
評
定
衆
同
等
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

巻
数
請
取
状
の
分
析
の
結
果
、
建
武
三
年
か
ら
建
武
四
年
に
か

け
て
武
家
政
権
と
し
て
の
整
備
が
進
ん
だ
様
子
や
、
観
応
擾
乱
の

影
響
や
収
束
の
あ
り
方
、
伊
勢
氏
の
政
所
執
事
就
任
の
た
め
の
道

筋
が
巻
数
請
取
状
の
発
給
状
況
に
も
現
れ
て
い
た
こ
と
、
評
定
衆

ク
ラ
ス
の
人
物
と
奉
行
衆
と
の
間
に
強
固
な
境
界
線
が
引
か
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
巻
数
請
取
状
に
は

政
権
運
営
や
政
局
の
あ
り
方
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

巻
数
請
取
状
は
幕
府
発
給
文
書
の
な
か
で
は
目
立
た
な
い
文
書

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
集
団
の
様
子
を
映
し
出

す
点
で
、
訴
訟
や
恩
賞
に
関
す
る
文
書
と
は
異
な
る
意
義
を
有
し

て
い
る
。
加
え
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
巻
数
請
取
状
に
は
政
権

運
営
や
政
局
の
あ
り
方
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
巻

数
請
取
状
は
、
先
行
研
究
と
は
異
な
る
視
角
か
ら
幕
府
像
や
政
治

史
像
を
描
き
得
る
可
能
性
を
有
す
る
素
材
と
評
価
で
き
る
。
今
後
、

よ
り
一
層
研
究
を
進
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、

本
稿
に
お
い
て
巻
数
請
取
状
の
網
羅
的
収
集
・
分
析
を
行
っ
た
こ

と
は
、
今
後
の
研
究
の
土
台
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
分
析
し
た
巻
数
請
取
状
は
康
暦
元
年
(
-
三
七

九
）
ま
で
の
も
の
に
限
っ
て
い
た
た
め
、
康
暦
元
年
以
降
へ
と
研

究
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
の
は
、
本
稿
で
論
じ
た
様
式
•
発
給
者
の
巻
数
請
取
状

（
書
下
年
号
・
「
伯
執
達
如
レ
件
」
の
様
式
、
主
に
評
定
衆
ク
ラ
ス
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の
人
物
に
よ
る
発
給
）
が
、
康
暦
元
年
以
降
に
ほ
と
ん
ど
検
出
で

(

4

7

)

 

き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
康
暦
元
年
を
境
に
祈
疇
運
営

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
と
も
に
、
伊

勢
氏
に
よ
る
政
所
執
事
就
任
の
影
響
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
(

1

)

佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
開
創
期
の
官
制
体
系
」
（
同
『
日
本
中
世

史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

0
年
、
初
出
一
九
六

0
年
）
、
小

川
信
「
室
町
幕
府
管
領
制
成
立
の
前
提
」
（
同
『
足
利
一
門
守
護

発
展
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

0
年
、
初
出
一
九
七

八
年
）
、
羽
下
徳
彦
「
足
利
直
義
の
立
場
ー
そ
の
二
裁
許
状
を

通
じ
て
ー
」
（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
7
中

世
I
I
I
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）
、
小

要
博
「
発
給
文
書
よ
り
み
た
る
足
利
義
詮
の
地
位
と
権
限
」

（
『
日
本
古
文
書
学
論
集
7
中
世
I
I
I
』
、
初
出
一
九
七
六
年
）
、
岩

元
修
一
「
評
定
・
引
付
（
内
談
）
方
」
（
同
『
初
期
室
町
幕
府
訴

訟
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0七
年
、
初
出
一
九
九

0
・
ニ

0
0六
年
）
、
亀
田
俊
和
「
室
町
幕
府
執
事
施
行
状
の
形

成
と
展
開
ー
下
文
施
行
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
同
『
室

町
幕
府
管
領
施
行
シ
ス
テ
ム
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二

0
-

三
年
、
初
出
二

0
0三
年
）
、
山
田
徹
「
室
町
幕
府
所
務
沙
汰
と

’‘,・9

そ
の
変
質
」
（
『
法
制
史
研
究
』
五
七
、
二

0
0七
年
）
な
ど
。

(

2

)

富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
の
祈
蒻
文
書
に
つ
い
て
ー
古
文
書
体
系

論
と
宗
教
文
書
ー
」
（
『
古
文
書
研
究
』
―
一
、
一
九
七
七
年
）
。

そ
の
ほ
か
、
巻
数
や
巻
数
請
取
状
に
つ
い
て
は
川
添
昭
二
「
北

条
時
宗
文
書
の
考
察
ー
請
文
・
巻
数
請
取
・
書
状
ー
」
（
『
鎌
倉

遺
文
研
究
』
二
、
一
九
九
八
年
）
、
伊
藤
一
美
「
弘
安
四
年
四
月

「
異
国
降
伏
祈
藤
記
」
の
歴
史
的
意
義
」
（
『
鎌
倉
』
九
一
、
二

0

0
0年
）
、
西
弥
生
「
密
教
修
法
と
「
巻
数
」
ー
寺
院
文
書
の
一

側
面
ー
」
（
『
古
文
書
研
究
』
五
八
、
二

0
0
四
年
）
な
ど
の
研

究
が
あ
る
が
、
南
北
朝
期
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
。

(

3

)

そ
の
原
因
は
、
前
掲
注
(

2

)

富
田
論
文
（
二
五
頁
）
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
古
文
書
学
の
様
式
分
類
が
政
治
支
配
文
書
（
政

治
文
書
）
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九

年
）
や
伊
地
知
鐵
男
『
日
本
古
文
書
学
提
要
』
（
新
生
社
、
一
九

六
六
年
）
で
は
巻
数
請
取
状
の
解
説
が
あ
る
も
の
の
、
南
北
朝

期
の
巻
数
請
取
状
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(

4

)

前
掲
注
（
1
）
佐
藤
論
文
(
-
九
六
頁
）
の
「
建
武
三
ー
観
応

二
年
間
主
要
職
員
表
（
1
）
政
所
」
参
照
。
根
拠
と
さ
れ
た
巻

数
請
取
状
は
後
掲
[
表
ー
]
の
嵐
路
・

25
に
該
当
す
る
o

た
だ

し
、
す
べ
て
の
巻
数
請
取
状
を
政
所
執
事
在
職
の
根
拠
と
は
し
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て
い
な
い
。
巻
数
請
取
状
を
政
所
執
事
比
定
の
根
拠
と
し
た
も

の
と
し
な
か
っ
た
も
の
に
選
択
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
選

択
の
基
準
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(

5

)

山
家
浩
樹
「
室
町
幕
府
政
所
と
伊
勢
貞
継
」
（
『
室
町
時
代
研
究
』

一
、
二

0
0
二
年
）
一
九
九

S
二
0
一
頁
。
た
だ
し
、
御
所
奉

行
が
巻
数
請
取
状
を
発
給
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
の
、
巻

数
請
取
は
御
所
奉
行
の
専
管
事
項
と
は
み
な
し
が
た
い
と
述
べ

て
い
る
。

(

6

)

前
掲
注
（
1
）
佐
藤
論
文
、
ニ
―
ニ
・
ニ
―
三
頁
。

(

7

)

前
掲
注
(

5

)

山
家
論
文
、
二

0
四
S
二
0
六
頁
。

(

8

)

南
北
朝
期
の
室
町
幕
府
政
所
に
つ
い
て
は
研
究
が
少
な
く
、
巻

数
請
取
状
の
研
究
は
政
所
研
究
と
し
て
も
意
義
を
有
し
て
い
る
。

な
お
、
南
北
朝
期
の
幕
府
官
制
を
論
じ
た
前
掲
注
（
1
）
佐

藤
論
文
（
ニ
―
ニ
・
ニ
―
三
頁
）
で
は
、
政
所
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
証
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
「
詳
論
は
他
の
機
会
に
譲
」
る

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
倉
喜
好
「
政
所
執
事
と
し
て
の
伊

勢
氏
の
拾
頭
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
一

0
四
、
一
九
五
七

年
）
、
宮
崎
隆
旨
「
室
町
初
期
に
お
け
る
伊
勢
氏
の
動
向
ー
貞
継

を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
史
泉
』
五

0
、
一
九
七
五
年
）
は
、
政

所
研
究
と
し
て
の
側
面
よ
り
も
伊
勢
氏
研
究
と
し
て
の
側
面
が

強
い
。

(

9

)

前
掲
注
(

2

)

川
添
論
文
（
二

0
頁
）
で
は
、
寺
社
の
祈
疇
実

軍
勢
催
促
状
と
感

績
報
告
書
で
あ
る
巻
数
は
寺
社
の
軍
忠
状
と
で
も
い
う
べ
き
性

格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
請
取
が
感
状
の
よ
う
な
機

能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
注
(

2

)

富
田
論
文
（
三
三
頁
）
は
、
祈
躊
状

（
祈
躊
命
令
文
書
）
は
一
種
の
軍
勢
催
促
ま
た
は
禁
制
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
田
中
浩
司
「
寺
社
と
初
期
室
町
政
権
の
関
係
に
つ

い
て
ー
祈
幡
（
命
令
）
を
中
心
に
、
北
朝
と
の
関
連
を
視
野
に

い
れ
つ
つ
ー
」
（
今
谷
明
・
高
埜
利
彦
編
『
中
近
世
の
宗
教
と
国

家
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
、
五
七

S
六
三
頁
）
は
、
祈
幡

命
令
が
寺
社
の
所
職
や
法
流
の
安
堵
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

1

0

)

『
国
史
大
辞
典
』
「
巻
数
」
項
（
石
田
善
人
）
。

(

1

1

)

『
大
日
本
史
料
』
応
永
―
一
年
―
二
月
二
三
日
条
。

(

1

2

)

巻
数
請
取
状
の
宛
所
は
、
【
史
料
2
】
の
よ
う
に
、
記
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
宛
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
存
在
す

る
(
[
表
1

]

)

。
宛
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
本
文
の
文
面

中
に
「
播
磨
国
清
水
寺
歳
末
御
巻
数
」
（
血
2

1

)

な
ど
の
よ
う
に

寺
院
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

(

1

3

)

管
見
の
限
り
、
建
武
三
年
―
一
月
三
日
付
の
祈
躊
命
令
文
書

（
「
長
瀧
寺
文
書
」
、
『
大
日
本
史
料
』
建
武
三
年
―
一
月
三
日
条
）

が
終
見
と
な
っ
て
い
る
。

(

1

4

)

羽
下
徳
彦
「
足
利
直
義
の
立
場
ー
そ
の
一

-23-



状
を
通
じ
て
ー
」
（
同
『
中
世
日
本
の
政
治
と
史
料
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）
―
二
六
．
―
二
九
・

一
三
一
頁
。

(

1

5

)

『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
1
1
集
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告

阿
蘇
文
書
』
資
料
編
（
写
真
版
）
「
熊
本
大
学
所
蔵
文
書
」
一

二
O・

―
ニ
―
（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）
。

(

1

6

)

祈
疇
命
令
文
書
と
巻
数
請
取
状
が
同
一
筆
跡
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

慟
1
9
（
巻
数
請
取
状
）
•
[
表2
]
梅
6

（
祈
幡
命
令
文
書
）
の

事
例
で
も
確
認
で
き
る
。

(

1

7

)

前
掲
注
(

2

)

富
田
論
文
、
五
四
頁
。
【
史
料

5
】
を
掲
出
し
、

「
当
時
の
慣
例
か
ら
考
え
て
、
巻
数
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(

1

8

)

前
掲
注
(

9

)

田
中
論
文
、
三
四
頁
。

(
1
9
)
例
え
ば
「
大
吉
寺
文
書
」
の
場
合
、
観
応
二
年
九
月
二
日
に
祈

蒻
命
令
が
出
さ
れ
、
同
月
五
日
に
祈
輯
延
長
命
令
文
書
が
出
さ

れ
て
い
る
(
[
表
2

]

嵐
1

0

.

[

表
3

]

嵐
6

)

。

(
2
0
)
上
杉
憲
藤
は
憲
房
の
子
で
あ
り
、
憲
顕
や
重
能
の
兄
に
あ
た
る
。

建
武
四
年
に
関
東
管
領
（
鎌
倉
府
の
執
事
）
に
就
任
し
（
「
鎌
倉

大
日
記
」
（
『
増
補
続
史
料
大
成
鎌
倉
年
代
記
武
家
年
代
記

鎌
倉
大
日
記
』
）
な
ど
）
、
建
武
五
年
（
暦
応
元
年
）
三
月
に
摂

津
国
渡
辺
で
戦
死
し
て
い
る
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
。

(

2

1

)

小
谷
俊
彦
「
源
姓
足
利
氏
の
発
展
」
（
『
近
代
足
利
市
史

第

巻
』
足
利
市
、
一
九
七
七
年
）
、
田
中
奈
保
「
高
氏
と
上
杉
氏
ー

鎌
倉
期
足
利
氏
の
家
政
と
被
官
ー
」
（
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
六
、

二
0
0五
年
）
な
ど
。

(

2

2

)

嵐
2
0
の
「
沙
弥
」
は
、
二
階
堂
行
陛
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高

い
（
後
述
）
。

(

2

3

)

『
園
太
暦
』
貞
和
三
年
六
月
八
日
条
、
『
師
守
記
』
同
日
条
。

(

2

4

)

『
園
太
暦
』
貞
和
三
年
二
月
九
日
条
。

(

2

5

)

巻
数
請
取
状
発
給
者
が
巻
数
請
取
状
の
発
給
だ
け
を
担
当
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
巻
数
請
取
状
発
給
者
が
祈
幡
命

令
の
発
給
も
担
当
し
て
い
た
こ
と
（
前
述
）
と
関
連
す
る
。

(

2

6

)

祈
疇
の
奉
行
を
複
数
人
が
務
め
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
貞

和
四
年
七
月
に
行
わ
れ
た
天
下
静
謡
祈
藉
(
[
表
4

]

参
考
）
等

か
ら
確
認
で
き
る
。

(

2

7

)

『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
1
1
集
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告

阿
蘇
文
書
』
資
料
編
（
写
真
版
）
「
熊
本
大
学
所
蔵
文
書
」
―
二

一
参
照
。

(

2

8

)

「
常
楽
記
」
（
『
群
書
類
従
』
雑
部
）
。
血
1
9
と
慟
2
0
が
同
じ
祈
輯

に
対
す
る
巻
数
請
取
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
付
が
約
半
年
も
離

れ
て
い
る
の
は
、
嵐
2
0
が
阿
蘇
社
の
事
例
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ

ろ

っ

な
お
、
慟
1
9
と
郎
2
0
は
同
一
筆
跡
と
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、

嵐
1
9
.
2
0
と
も
に
祈
藷
命
令
文
書
が
正
文
で
残
存
し
て
い
る
が
、
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そ
れ
ら
も
同
一
筆
跡
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
血
1
9
と
そ
の
命
令

文
書
(
[
表
2

]

池
6

)

、
血
2
0
と
そ
の
命
令
文
書
(
[
表
2

]

血

7

)

の
四
通
は
す
べ
て
同
じ
筆
跡
で
あ
っ
た
。

(

2

9

)

「
観
応
二
年
日
次
記
」
二
月
六
日
条
（
『
続
群
書
類
従
』
雑
部
）

で
は
、
梶
原
河
内
入
道
が
「
巻
数
奉
行
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(

3

0

)

『
花
押
か
が
み
』
3
5
3
0
二
階
堂
行
通
。
二
階
堂
行
宏
（
行
通
）

は
観
応
二
年
三
月
に
政
所
執
事
に
就
任
し
て
お
り
（
「
観
応
二
年

日
次
記
」
三
月
二
日
条
）
、
そ
れ
が
根
拠
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
政
所
執
事
就
任
者
だ
け
が

巻
数
請
取
状
の
発
給
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
政

所
執
事
の
就
任
は
比
定
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

(

3

1

)

「
常
楽
記
」
文
和
二
年
六
月
九
日
条
。

(

3

2

)

「
大
善
寺
文
書
」
（
『
南
北
朝
遺
文
』
関
東
編
ニ
ニ
ニ
六
）
。
『
南
北

朝
遺
文
』
で
は
文
書
発
給
者
「
河
内
守
」
の
人
物
比
定
が
行
わ

れ
て
い
な
い
が
、
「
賜
薦
文
庫
文
書
十
所
収
称
名
寺
文
書
」
（
『
南

北
朝
遺
文
』
関
東
編
二
五
一
0

)

に
「
河
内
守
貞
頼
」
と
あ
る

こ
と
や
『
八
坂
神
社
文
書
』
増
補
ニ
ニ
・
ニ
三
に
「
村
上
河
州

許
ヨ
リ
」
・
「
村
上
河
内
守
持
レ
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
上
貞

頼
に
比
定
で
き
る
。

ま
た
、
「
賜
蓋
文
庫
文
書
十
所
収
称
名
寺
文
書
」
（
『
南
北
朝
遺

文
』
関
東
編
二
五
一
0

)

は
足
利
氏
の
姫
君
（
頼
子
力
）
の
祈

幡
を
命
じ
る
村
上
貞
頼
の
書
状
、
『
八
坂
神
社
文
書
』
増
補
ニ
ニ
・

二
三
は
巻
数
送
付
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え
る
尊
氏
の
御
判
御
教

書
で
あ
り
、
と
も
に
祈
蒻
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

村
上
貞
頼
が
尊
氏
の
も
と
で
祈
躊
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
様
子

が
窺
え
る
。

(

3

3

)

小
田
知
春
に
つ
い
て
は
、
皿
期
以
前
の
動
向
は
不
明
。

ま
た
、
血
5
2
は
鞍
智
導
朝
発
給
の
巻
数
請
取
状
だ
が
、
そ
の

祈
藉
命
令
は
尊
氏
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
祈
幡
命
令
の
奉
行
を

小
田
知
春
が
務
め
て
い
た
(
[
表
2

]

血
1

3

)

。
だ
が
、
こ
の
巻

数
請
取
状
は
小
切
紙
で
あ
り
、
戦
時
に
お
け
る
例
外
事
例
と
考

え
て
お
き
た
い
。
当
時
、
南
朝
と
の
戦
争
が
京
都
近
辺
で
行
わ

れ
て
お
り
、
尊
氏
は
清
閑
寺
周
辺
、
義
詮
は
西
山
法
華
山
寺
周

辺
に
滞
在
し
て
い
た
（
『
園
太
暦
』
文
和
四
年
二
月
二
八
日
条
、

「
賢
俊
僧
正
日
記
」
文
和
四
年
二
月
一
九
日
条
（
『
醍
醐
寺
文
化

財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
九
三
年
）
）
。
祈
幡
を
行
っ

た
神
護
寺
は
、
戦
乱
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
祈
輯
命
令
を
出
し

た
尊
氏
・
小
田
知
春
で
は
な
く
、
近
く
に
滞
在
し
て
い
た
義
詮

の
も
と
に
巻
数
を
提
出
し
、
鞍
智
導
朝
か
ら
巻
数
請
取
状
が
発

給
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

(

3

4

)

山
田
邦
明
「
足
利
尊
氏
と
関
東
」
（
同
『
鎌
倉
府
と
地
域
社
会
』

同
成
社
、
二

0
一
四
年
、
初
出
一
九
八
三
年
、
四
・
五
頁
）
に

よ
る
と
、
文
和
二
年
九
月
の
尊
氏
の
上
京
は
義
詮
の
危
急
を
救

う
た
め
で
あ
り
、
そ
の
後
に
鎌
倉
へ
の
下
向
が
計
画
さ
れ
て
い
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た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
I
I
期
に
尊

氏
の
も
と
で
構
成
さ
れ
た
祈
幡
の
奉
行
が
皿
期
で
も
維
持
さ
れ

て
い
た
原
因
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
~

(

3

5

)

前
掲
注
(

5

)

山
家
論
文
、
二

0
六
頁
。

(

3

6

)

前
掲
注
(

5

)

山
家
論
文
（
二

0
0
・
二

0
1
頁
）
で
は
、
伊

勢
貞
継
が
政
所
執
事
就
任
以
前
の
時
期
（
応
安
元
年
二
月
）
に

巻
数
の
請
取
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

3

7

)

前
掲
注
（
1
）
小
要
論
文
、
八
七
ー
八
九
頁
。
幕
政
改
革
の
具

体
例
と
し
て
、
延
文
元
年
八
月
に
義
詮
が
袖
判
下
文
を
発
給
し

始
め
る
こ
と
、
延
文
二
年
七
月
以
後
に
所
務
沙
汰
に
関
す
る
遵

行
命
令
が
義
詮
の
御
判
御
教
書
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
延
文
元
年
八
月
に
義
詮
が
袖
判
下
文
を

発
給
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
袖
判
下
文
の
発
給
は
、
尊
氏
・

直
義
の
二
頭
政
治
期
に
お
い
て
尊
氏
が
保
持
し
続
け
て
い
た
権

限
で
あ
り
（
前
掲
注
(

l

)

佐
藤
論
文
）
、
将
軍
を
象
徴
す
る
権

限
で
あ
っ
た
。
そ
の
権
限
を
尊
氏
存
命
中
の
延
文
元
年
か
ら
義

詮
が
継
承
し
て
い
た
。

(

3

8

)

「
祇
園
執
行
日
記
」
正
平
七
年
（
文
和
元
年
）
閏
二
月
一
七
日
条
。

(

3

9

)

「
武
家
五
壇
法
記
」
（
『
大
日
本
史
料
』
観
応
元
年
六
月
一
九
日
条
）

に
は
、
「
如
関
東
将
軍
家
御
祈
藉
等
一
者
、
被
レ
成
御
教
書
〈
御

（

賢

俊

）

所
奉
行
加
署
判
等
〉
＿
、
今
度
不
レ
然
、
三
宝
院
僧
正
内
々
以
レ
状

触
申
許
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
関
東
将
軍
家
御
祈
輯
」
す
な

わ
ち
鎌
倉
幕
府
将
軍
の
祈
幡
の
場
合
は
、
御
所
奉
行
が
署
判
を

加
え
て
請
書
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鎌
倉
幕
府
に
お

い
て
御
所
奉
行
が
祈
藉
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
徴
証
と
な
ろ
う
。

(

4

0

)

家
永
遵
嗣
「
足
利
義
詮
に
お
け
る
将
軍
親
裁
の
基
盤
ー
「
賦
」

の
担
い
手
を
中
心
に
ー
」
（
石
井
進
編
『
中
世
の
法
と
政
治
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
八
六

S
九
九
頁
。

(

4

1

)

拙
稿
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
政
所
執
事
と
二
階
堂
氏
」
（
『
史

学
雑
誌
』
一
三
ニ
ー
四
、
二

0
二
三
年
、
一
七
・
一
八
頁
）
に

お
い
て
、
御
所
奉
行
の
な
か
に
は
官
僚
（
評
定
衆
ク
ラ
ス
）
系

の
御
所
奉
行
と
近
習
系
の
御
所
奉
行
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。

(

4

2

)

血
1
9
.
2
0
(
【
史
料
4
】
)
に
は
「
披
露
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

池
1
9
.
2
0
の
発
給
者
は
三
名
で
あ
り
、
「
散
位
」
の
人
名
は
不
明

だ
が
、
ほ
か
の
二
人
は
二
階
堂
氏
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
血
1
9
.

2
0
の
「
散
位
」
は
奉
行
衆
と
推
測
さ
れ
る
。

(

4

3

)

「
祇
園
執
行
日
記
」
正
平
七
年
（
文
和
元
年
）
閏
二
月
一
七
日
条

で
は
「
天
下
静
謡
御
祈
、
大
般
若
一
部
可
転
読
一
之
由
、
為
三

須
雅
楽
允
奉
行
一
、
去
八
日
被
レ
下
―
―
御
教
書
＿
」
と
あ
る
。

(

4

4

)

奉
行
衆
は
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
と
ペ
ア
を
組
ん
で
祈
藤
の
奉

行
を
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
武
家
五
壇
法
記
」
（
『
大
日
本

史
料
』
観
応
元
年
六
月
一
九
日
条
）
で
は
、
粟
飯
原
清
胤
（
粟
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飯
原
清
胤
が
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
と
同
等
の
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
は
後
述
）
が
「
奉
行
」
、
奉
行
衆
の
伊
地
知
が
「
小
奉
行
」

と
さ
れ
て
い
る
。

(

4

5

)

室
町
幕
府
の
身
分
・
格
式
に
つ
い
て
は
、
二
木
謙
一
「
室
町
幕

府
の
格
式
と
作
法
」
（
同
『
中
世
武
家
の
作
法
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
参
照
。

(

4

6

)

『
国
史
大
辞
典
』
「
御
供
衆
」
項
（
福
田
豊
彦
）
。
御
供
衆
は
将
軍

近
侍
の
親
泥
の
衆
で
あ
り
、
御
成
の
御
供
や
陪
膳
な
ど
を
行
う

と
さ
れ
る
。

(

4

7

)

前
掲
注
(

3

)

相
田
著
書
（
上
八
一
六
・
八
一
七
頁
、
下
四
四

八
•
四
四
九
頁
）
は
、
次
の
文
書
を
室
町
幕
府
の
巻
数
請
取
状

と
し
て
お
り
、
管
領
の
直
状
で
あ
る
も
の
の
、
奉
書
の
一
種
と

見
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
東
寺
百
合
文
書
」
り
函
二
三
一
（
東
寺
百
合
文
書
W
E
B
)

（
端
衷
書
）

「
巻
数
返
事
十
二
通
」

年
首
祈
藉
巻
数
送
給
候
、
殊
以
目
出
候
、
恐
々
謹
言
、

（

＃

徳

＿

―

-

年

力

）

（

細

川

）

正
月
廿
日
勝
元
（
花
押
）

東
寺
々
僧
御
中

相
田
氏
の
指
摘
に
従
う
と
‘
[
表
1

]

の
巻
数
請
取
状
と
、
発

給
者
や
様
式
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
相
田
氏

の
指
摘
の
是
非
を
含
め
て
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
時
期
で
は
、
巻
数
請
取
状
の
発
給
者

は
評
定
衆
ク
ラ
ス
の
人
物
が
主
で
あ
り
、
彼
ら
が
巻
数
の
請
取

を
行
っ
て
い
た
が
、
室
町
期
の
古
記
録
を
み
る
と
、
巻
数
の
請

取
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
赤
松
持
貞
、
一
色
義
貫
、
伊
勢
貞
国

（
当
時
、
政
所
執
事
）
な
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
（
例
え
ば
、
『
満

済
准
后
日
記
』
応
永
三
二
年
―
二
月
二
九
日
、
永
享
二
年
―
ニ

月
二
九
日
、
永
享
六
年
―
二
月
二
七
日
条
な
ど
）
。
加
え
て
、
永

正
六
年
成
立
の
「
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
」
（
『
群
書
類
従
』
武

家
部
）
で
は
、
巻
数
の
請
取
が
申
次
衆
の
職
務
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
（
申
次
衆
に
つ
い
て
は
木
下
聡
「
室
町
幕
府
申
次
衆
の

基
礎
的
研
究
」
（
『
日
本
史
研
究
』
七
一
五
、
二

0
二
ニ
年
）
参

照
）
。
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
付
記
）
本
研
究
は
JS
P
S

科
研
費
JP
2
0
J0
0
5
2
5

(
特
別
研
究
員
奨
励

費
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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